
ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容は?
問2：あなたが自慢したい隠れた地域資源は?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
1月31日（月）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

※写真はイメージです。当選者には新鮮なフルーツを使った出来たてのドレッシング（1種類）を送ります。

「山梨のフルーツたっぷりドレッシング」抽選で5名の方に！
美味しい甲斐

商品提供：マルサマルシェ

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報
発信中！

や
ま
な
し
の
県
有
林
は
、森
林
管
理

認
証
を
取
得
し
、世
界
的
な
基
準
で

豊
か
な
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
な
成
績
を
収
め
た

本
県
出
身
の
4
人
の
選
手
に「
県
民
栄
誉
賞
」を
贈
呈

【巻頭】新春知事メッセージ
未来に向けて 山梨を日本のトッププレーヤーへ

平野美宇  選手（卓球） 乙黒拓斗  選手（レスリング）

文田健一郎  選手（レスリング） 鈴木徹  選手（パラ陸上）



　県
は
、
飲
食
や
観
光
の
需
要
喚
起
策
を

中
心
と
し
た「
リ
カ
バ
リ
ー
・メ
ニ
ュ
ー
」を
展

開
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
再
建
や

県
内
経
済
の
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
一

元
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
明
ら
か

と
な
っ
た
課
題
の
検
証
や
知
見
の
蓄
積
、

人
材
育
成
や
衛
生
物
資
の
備
蓄
な
ど
に
よ

り
、
有
事
の
際
の
対
応
体
制
を
整
え
、
感

染
症
に
対
し
強
靱
な
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　県
は
、
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

構
想
の
下
、
県
民
の
生
命
と
経
済
を
両
立

さ
せ
な
が
ら
前
進
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
超
感
染
症
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
制
度
は
、
全
国
で
同
様
の
制
度
が
導

入
さ
れ
、
全
国
知
事
会
が
選
ぶ
先
進
政
策

バ
ン
ク
の
総
合
部
門
最
優
秀
賞
に
輝
く
な

ど
の
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
2
年
2
月
以
降
の
コ
ロ
ナ
関
連
に
よ

る
企
業
の
破
綻
比
率
が
全
国
最
低
水
準

だ
っ
た
と
の
民
間
会
社
の
調
査
結
果
な
ど

　こ
れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
次
ぐ
新
た
な
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る

社
会
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　昨
年
4
月
に
設
置
し
た
感
染
症
対
策
セ

ン
タ
ー
（
山
梨
県
C
D
C
）
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
司
令
塔
と
し
て
、
感
染
状
況
な
ど

の
分
析
や
情
報
提
供
・
注
意
喚
起
、
医
療

提
供
体
制
の
整
備
・
調
整
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
は
「
や
ま
な
し

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
も
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
8
月

に
は
過
去
最
多
の
感
染
者
数
を
記
録
し
ま

し
た
。
県
内
で
も
1
カ
月
の
感
染
者
が
2

千
人
を
超
え
る
事
態
と
な
り
、
ま
た
、
一

時
は
確
保
し
て
い
た
病
床
な
ど
の
9
割
近

く
を
使
用
す
る
に
至
り
、
医
療
提
供
体
制

の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。

　ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ

る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
県
民
や
事
業
者
、
医
療
従
事
者
の
皆

さ
ま
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　現
在
、
本
県
の
医
療
提
供
体
制
は
十
分

に
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
た
な
変

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
確
認
さ
れ
る

な
ど
、
今
後
も
中
長
期
的
な
感
染
拡
大
が

起
こ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ま
に
は
引

き
続
き
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

な
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今
年
は
就
任
4
年
目
、
1
期
目
の
最
終

年
度
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。「
県
民

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や

ま
な
し
」
の
実
現
に
向
け
、
基
礎
と
足
場

を
さ
ら
に
固
め
る
大
変
重
要
な
年
と
位
置

付
け
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
改
定
し
た
山
梨
県
総
合
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
コ
ロ

ナ
対
応
は
も
と
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ま
が

今
ま
さ
に
直
面
す
る
多
く
の
課
題
の
解
決

に
向
け
、
検
討
と
熟
議
を
重
ね
な
が
ら
迅

速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　私
は
山
梨
を
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
押
し
上
げ
る
べ
く
「
感
染
症
に
対

し
て
強
靱
な
社
会
の
実
現
」「
活
用
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
資
源
の
高
付
加
価
値
化
」

「
教
育
や
介
護
な
ど
社
会
の
基
礎
条
件
の

整
備
」
と
い
う
3
つ
の
大
き
な
目
標
の
実

現
に
向
け
、
今
年
も
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
改
め
て
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
に
向
け
て 

山
梨
を

日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
へ

1
期
目
最
終
年
度
に
向
け
て

空気除菌ロボットの効果測定 宴会場でワクチン接種証明を確認する実証実験

新
春
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

山
梨
県
C
D
C
を
設
置
し

感
染
症
対
策
の
司
令
塔
に

進
化
を
続
け
る

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度

リ
カ
バ
リ
ー
・
メ
ニ
ュ
ー
で

県
内
経
済
を
再
生

か
ら
も
一
定
の
成
果
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　現
在
は
、
日
常
生
活
の
回
復
を
目
指
し

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
な
ど
を
提
示

し
た
方
に
よ
る
宴
会
の
開
催
や
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
再
開
を
見
据
え
、
国
際
的
に

信
用
さ
れ
る
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
認
証
基
準

構
築
に
向
け
た
、
最
新
の
感
染
対
策
技
術
・

製
品
の
効
果
測
定
と
い
っ
た
実
証
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
県
内
の
感
染
状
況
を
注
視
し
つ

つ
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
の
認
証
制

度
を
よ
り
安
心
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に

進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

①飲食店とその関連産業の再生
　● キャッシュレス決済によるポイント還元やプレミアム食事券発行で飲食需要を喚起
　● 運転代行業者が行う感染防止対策への助成や酒類販売事業者への支援金給付
②冬に向けた観光需要の創出
　● 「やまなし冬のプレミアムツアー」※の認定と、同ツアーを開催する事業者への助成
③文化芸術活動や地域の賑わいの復興
　● アーティストが行う舞台公演や作品展示に必要な施設利用料を助成
　● 商店街などが行う、販売促進・消費拡大につながるキャンペーンやイベントへの助成
※県が定める認定基準（これまであまり取り上げられてこなかった観光資源や体験などを取り入れた
　プレミア感のある旅行商品であることなど）を満たす旅行商品

リカバリー・メニュー（一例）

結核やインフルエンザなどの情報もサイトで発信

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
じ
た
生
活
や
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
命
と
生

活
・
経
済
を
両
立
し
、
ま
た
収
束
後
の
反
転
攻
勢
に
向
け
て
備
え
る
た
め
、
感
染
症
対

策
や
経
済
再
生
対
策
な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
に
対
し
て
強
靭
な
社
会
を
実
現

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
跳
躍
に
向
け
て

き
ょ
う  

じ
ん

12月6日時点での情報を基に作成しています。
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梨
県
総
合
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
コ
ロ

ナ
対
応
は
も
と
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ま
が

今
ま
さ
に
直
面
す
る
多
く
の
課
題
の
解
決

に
向
け
、
検
討
と
熟
議
を
重
ね
な
が
ら
迅

速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　私
は
山
梨
を
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
押
し
上
げ
る
べ
く
「
感
染
症
に
対

し
て
強
靱
な
社
会
の
実
現
」「
活
用
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
資
源
の
高
付
加
価
値
化
」

「
教
育
や
介
護
な
ど
社
会
の
基
礎
条
件
の

整
備
」
と
い
う
3
つ
の
大
き
な
目
標
の
実

現
に
向
け
、
今
年
も
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
改
め
て
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
に
向
け
て 

山
梨
を

日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
へ

1
期
目
最
終
年
度
に
向
け
て

空気除菌ロボットの効果測定 宴会場でワクチン接種証明を確認する実証実験

新
春
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

山
梨
県
C
D
C
を
設
置
し

感
染
症
対
策
の
司
令
塔
に

進
化
を
続
け
る

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度

リ
カ
バ
リ
ー
・
メ
ニ
ュ
ー
で

県
内
経
済
を
再
生

か
ら
も
一
定
の
成
果
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　現
在
は
、
日
常
生
活
の
回
復
を
目
指
し

た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
な
ど
を
提
示

し
た
方
に
よ
る
宴
会
の
開
催
や
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
再
開
を
見
据
え
、
国
際
的
に

信
用
さ
れ
る
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
認
証
基
準

構
築
に
向
け
た
、
最
新
の
感
染
対
策
技
術
・

製
品
の
効
果
測
定
と
い
っ
た
実
証
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
県
内
の
感
染
状
況
を
注
視
し
つ

つ
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
の
認
証
制

度
を
よ
り
安
心
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に

進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

①飲食店とその関連産業の再生
　● キャッシュレス決済によるポイント還元やプレミアム食事券発行で飲食需要を喚起
　● 運転代行業者が行う感染防止対策への助成や酒類販売事業者への支援金給付
②冬に向けた観光需要の創出
　● 「やまなし冬のプレミアムツアー」※の認定と、同ツアーを開催する事業者への助成
③文化芸術活動や地域の賑わいの復興
　● アーティストが行う舞台公演や作品展示に必要な施設利用料を助成
　● 商店街などが行う、販売促進・消費拡大につながるキャンペーンやイベントへの助成
※県が定める認定基準（これまであまり取り上げられてこなかった観光資源や体験などを取り入れた
　プレミア感のある旅行商品であることなど）を満たす旅行商品

リカバリー・メニュー（一例）

結核やインフルエンザなどの情報もサイトで発信

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
じ
た
生
活
や
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
命
と
生

活
・
経
済
を
両
立
し
、
ま
た
収
束
後
の
反
転
攻
勢
に
向
け
て
備
え
る
た
め
、
感
染
症
対

策
や
経
済
再
生
対
策
な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
に
対
し
て
強
靭
な
社
会
を
実
現

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
跳
躍
に
向
け
て

き
ょ
う  

じ
ん

12月6日時点での情報を基に作成しています。

山梨を未来のトッププレーヤーへ
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工場内のCO2

フリー化

燃料電池
自動車の普及

　
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
り
訪
れ
る
本
県
経
済

へ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
た
め
、

リ
ニ
ア
が
あ
る
山
梨
の
目
指
す
姿
を
示
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
指
針
と
し
て
「
リ
ニ

ア
や
ま
な
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
令
和
2
年
3

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
本
県
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

あ
ら
ゆ
る
最
先
端
技
術
の
実
証
実
験
を
行

う
「
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
」
と
な
る
べ

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
に
、
最
先
端
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
を
有
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な

ど
が
県
内
で
行
う
実
証
実
験
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
！
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た

8
社
は
、
2
月
下
旬
ま
で
県
内
各
地
で
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
一
社
で
、
新
し
い
物
流
の
形

に
よ
り
過
疎
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

株
式
会
社
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
小
菅
村

　リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
山
梨
を
チ
ャ
ン
ス
と
期
待
が
あ
ふ
れ
る
場

所
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
県
の
地
域
資
源
の
「
上
質
さ
」
を
多
く
の
方
に
伝
え
、

主
力
産
業
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
既
に
あ
る
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
て
「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
の
発
信
を
強
く
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
磨
き
上
げ
る

「
や
ま
な
し
」を
高
付
加
価
値
化

や
ま
な
し
を
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
へ

を
拠
点
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
資

運
搬
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
か
ら
は
、
住
民
が
専
用
ア
プ
リ
を

使
っ
て
3
0
0
あ
る
食
料
品
や
日
用
品
の

中
か
ら
商
品
を
注
文
す
る
と
、
ド
ロ
ー
ン

が
自
宅
近
く
の
ス
タ
ン
ド
ま
で
配
送
す
る

取
り
組
み
を
、
本
格
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
人
工
知
能
（
A
I
）
を
使
っ

た
路
線
バ
ス
の
乗
客
安
全
監
視
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
や
、
災
害
時
な
ど
で
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
「
空
飛
ぶ
バ
イ
ク
」
の
社

会
実
装
に
向
け
た
研
究
開
発
な
ど
、
テ
ス

ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
化
を
目
指
し
て
、
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
未
来
の
技
術
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
の
主
力
産
業
で
あ
る
機
械
電
子
産

業
の
高
い
技
術
力
や
立
地
特
性
を
生
か
し

て
、
今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
医
療
機

器
関
連
分
野
を
新
た
に
本
県
を
け
ん
引
す

30分程度飛行でき、村内5カ所のスタンドへの
配送が可能

る
産
業
に
育
て
る
と
と
も
に
、
甲
府
盆
地

か
ら
静
岡
県
東
部
の
医
療
産
業
集
積
地

「
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
」
ま
で
を
結
ぶ
一
帯
に

医
療
機
器
関
連
産
業
を
集
積
す
る「
メ
デ
ィ

カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
実
現
に
向
け
て
令
和
元
年
12
月
に
静
岡

県
と
連
携
協
定
を
締
結
、
令
和
2
年
3
月

に
は「
メ
デ
ィ
カ
ル
・デ
バ
イ
ス
・コ
リ
ド
ー

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
6
月
に
専
門
支
援
機
関
「
メ
デ
ィ
カ

ル
・デ
バ
イ
ス
・コ
リ
ド
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
甲
府
市
に
開
設
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
医
療
機
器
に
精
通
し
た
専
門
職
員

が
研
究
開
発
に
加
え
、
部
品
・
材
料
供
給

に
よ
る
参
入
支
援
を
積
極
的
に
展
開
し
た

結
果
、
新
規
契
約
や
受
注
増
加
に
結
び
付

く
な
ど
成
果
が
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
関
連
し
、
昨
年
3
月
に

静
岡
県
の
ふ
じ
の
く
に
先
端
医
療
総
合
特

区
に
甲
府
市
や
富
士
吉
田
市
な
ど
の
山
梨

県
内
7
市
町
が
加
わ
る
こ
と
が
国
か
ら
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
加
入
の
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
、
両
県
の
関
連
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
広
域
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
企

業
の
支
援
、
医
学
部
を
擁
す
る
山
梨
大
学

と
連
携
し
た
専
門
人
材
の
育
成
、
意
欲
の

あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
育
成
を
図

る
な
ど
、
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
県
で
は
民
間
企
業
と
共
同
し
て
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

電
力
と
水
か
ら
グ
リ
ー
ン
水
素
を
製
造

甲府盆地から静岡県東部に医療関連産業が集積

構想実現には各分野の連携の推進が必要

医
療
機
器
産
業
を
集
積
し

基
幹
産
業
へ

す
る
、
パ
ワ
ー
･
ツ
ー
･
ガ
ス
（
P
2
G
）

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
水
素
は
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
水
を
電
気
分
解
し
て
造
ら
れ
、

燃
や
し
て
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
6
月
か
ら
は
、
甲
府
市
の
米
倉
山

で
製
造
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を
、
県
内
の
工

場
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
C
O

2

フ

リ
ー
の
蒸
気
や
電
気
と
し
て
利
用
す
る
社
会

実
証
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金
事
業
第
1
号
案
件
と
し
て
、

P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
大
容
量
化
の
研
究
を

進
め
た
り
、
日
本
初
の
P
2
G
事
業
会
社

を
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
東
レ
と

共
同
で
設
立
し
た
り
す
る
な
ど
、
P
2
G

シ
ス
テ
ム
と
グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
用
拡
大
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
内
の
化
石
燃
料
の
消
費
量
が

大
き
い
工
場
な
ど
へ
の
P
2
G
シ
ス
テ
ム

導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て

太
陽
光
が
降
り
注
ぎ
、
広
大
な
砂
漠
が
あ
る

中
東
諸
国
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
仕
組
み
の
幅

広
い
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
が
培
っ
て
き
た
技
術
開
発
の
成
果

を
生
か
し
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
国
内
外

へ
の
展
開
や
、
新
た
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

災害時などでも活躍が期待される「空飛ぶバイク」

脱
炭
素
化
に
向
け
新
た
な

グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
を

山
梨
か
ら
世
界
へ
発
信

メディカル・デバイス・コリドー構想

医療・介護、福祉
医師会、民間病院協会、

官公立病院等協議会との連携など

教育・研究
オープンイノベーションによる
共同研究の活性化など

産 業
大手医療機器メーカーの集積、
高度な技術の横展開など

「山梨」の技術を駆使した
グリーン水素を製造

日本へ逆輸入

中東の砂漠などに
太陽光パネルを設置し発電

大容量P2Gシステムを「山梨」から
中東などの再エネ資源国へ輸出

メディカル・デバイス・コリドー

〈研究開発〉
山梨大学・医学部

〈地元企業との懸け橋〉
産業技術センター

富士山麓先端健康産業集積プロジェクト
ファルマバレープロジェクト

〈総合支援窓口〉
メディカル・デバイス・コリドー

推進センター

「山梨のグリーン水素」が
「日本」の脱炭素化に貢献

山梨を未来のトッププレーヤーへ

45

其の其の其の其の



工場内のCO2

フリー化

燃料電池
自動車の普及

　
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
り
訪
れ
る
本
県
経
済

へ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
た
め
、

リ
ニ
ア
が
あ
る
山
梨
の
目
指
す
姿
を
示
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
指
針
と
し
て
「
リ
ニ

ア
や
ま
な
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
令
和
2
年
3

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
本
県
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

あ
ら
ゆ
る
最
先
端
技
術
の
実
証
実
験
を
行

う
「
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
」
と
な
る
べ

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
に
、
最
先
端
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
を
有
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な

ど
が
県
内
で
行
う
実
証
実
験
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
！
実
証
実
験
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た

8
社
は
、
2
月
下
旬
ま
で
県
内
各
地
で
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
一
社
で
、
新
し
い
物
流
の
形

に
よ
り
過
疎
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

株
式
会
社
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
小
菅
村

　リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
山
梨
を
チ
ャ
ン
ス
と
期
待
が
あ
ふ
れ
る
場

所
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
県
の
地
域
資
源
の
「
上
質
さ
」
を
多
く
の
方
に
伝
え
、

主
力
産
業
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
既
に
あ
る
地
域
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
て
「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
の
発
信
を
強
く
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
磨
き
上
げ
る

「
や
ま
な
し
」を
高
付
加
価
値
化

や
ま
な
し
を
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
へ

を
拠
点
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
資

運
搬
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
か
ら
は
、
住
民
が
専
用
ア
プ
リ
を

使
っ
て
3
0
0
あ
る
食
料
品
や
日
用
品
の

中
か
ら
商
品
を
注
文
す
る
と
、
ド
ロ
ー
ン

が
自
宅
近
く
の
ス
タ
ン
ド
ま
で
配
送
す
る

取
り
組
み
を
、
本
格
的
に
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
人
工
知
能
（
A
I
）
を
使
っ

た
路
線
バ
ス
の
乗
客
安
全
監
視
シ
ス
テ
ム

の
実
証
実
験
や
、
災
害
時
な
ど
で
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
「
空
飛
ぶ
バ
イ
ク
」
の
社

会
実
装
に
向
け
た
研
究
開
発
な
ど
、
テ
ス

ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
化
を
目
指
し
て
、
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
未
来
の
技
術
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
の
主
力
産
業
で
あ
る
機
械
電
子
産

業
の
高
い
技
術
力
や
立
地
特
性
を
生
か
し

て
、
今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
医
療
機

器
関
連
分
野
を
新
た
に
本
県
を
け
ん
引
す

30分程度飛行でき、村内5カ所のスタンドへの
配送が可能

る
産
業
に
育
て
る
と
と
も
に
、
甲
府
盆
地

か
ら
静
岡
県
東
部
の
医
療
産
業
集
積
地

「
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
」
ま
で
を
結
ぶ
一
帯
に

医
療
機
器
関
連
産
業
を
集
積
す
る「
メ
デ
ィ

カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
実
現
に
向
け
て
令
和
元
年
12
月
に
静
岡

県
と
連
携
協
定
を
締
結
、
令
和
2
年
3
月

に
は「
メ
デ
ィ
カ
ル
・デ
バ
イ
ス
・コ
リ
ド
ー

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
6
月
に
専
門
支
援
機
関
「
メ
デ
ィ
カ

ル
・デ
バ
イ
ス
・コ
リ
ド
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
甲
府
市
に
開
設
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
医
療
機
器
に
精
通
し
た
専
門
職
員

が
研
究
開
発
に
加
え
、
部
品
・
材
料
供
給

に
よ
る
参
入
支
援
を
積
極
的
に
展
開
し
た

結
果
、
新
規
契
約
や
受
注
増
加
に
結
び
付

く
な
ど
成
果
が
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
関
連
し
、
昨
年
3
月
に

静
岡
県
の
ふ
じ
の
く
に
先
端
医
療
総
合
特

区
に
甲
府
市
や
富
士
吉
田
市
な
ど
の
山
梨

県
内
7
市
町
が
加
わ
る
こ
と
が
国
か
ら
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
加
入
の
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
、
両
県
の
関
連
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
広
域
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
企

業
の
支
援
、
医
学
部
を
擁
す
る
山
梨
大
学

と
連
携
し
た
専
門
人
材
の
育
成
、
意
欲
の

あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
育
成
を
図

る
な
ど
、
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
県
で
は
民
間
企
業
と
共
同
し
て
、
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

電
力
と
水
か
ら
グ
リ
ー
ン
水
素
を
製
造

甲府盆地から静岡県東部に医療関連産業が集積

構想実現には各分野の連携の推進が必要

医
療
機
器
産
業
を
集
積
し

基
幹
産
業
へ

す
る
、
パ
ワ
ー
･
ツ
ー
･
ガ
ス
（
P
2
G
）

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
水
素
は
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
水
を
電
気
分
解
し
て
造
ら
れ
、

燃
や
し
て
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
6
月
か
ら
は
、
甲
府
市
の
米
倉
山

で
製
造
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
を
、
県
内
の
工

場
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
C
O

2

フ

リ
ー
の
蒸
気
や
電
気
と
し
て
利
用
す
る
社
会

実
証
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金
事
業
第
1
号
案
件
と
し
て
、

P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
大
容
量
化
の
研
究
を

進
め
た
り
、
日
本
初
の
P
2
G
事
業
会
社

を
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
東
レ
と

共
同
で
設
立
し
た
り
す
る
な
ど
、
P
2
G

シ
ス
テ
ム
と
グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
用
拡
大
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
内
の
化
石
燃
料
の
消
費
量
が

大
き
い
工
場
な
ど
へ
の
P
2
G
シ
ス
テ
ム

導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て

太
陽
光
が
降
り
注
ぎ
、
広
大
な
砂
漠
が
あ
る

中
東
諸
国
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
仕
組
み
の
幅

広
い
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
が
培
っ
て
き
た
技
術
開
発
の
成
果

を
生
か
し
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
国
内
外

へ
の
展
開
や
、
新
た
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

災害時などでも活躍が期待される「空飛ぶバイク」

脱
炭
素
化
に
向
け
新
た
な

グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
シ
ス
テ
ム
を

山
梨
か
ら
世
界
へ
発
信

メディカル・デバイス・コリドー構想

医療・介護、福祉
医師会、民間病院協会、

官公立病院等協議会との連携など

教育・研究
オープンイノベーションによる
共同研究の活性化など

産 業
大手医療機器メーカーの集積、
高度な技術の横展開など

「山梨」の技術を駆使した
グリーン水素を製造

日本へ逆輸入

中東の砂漠などに
太陽光パネルを設置し発電

大容量P2Gシステムを「山梨」から
中東などの再エネ資源国へ輸出

メディカル・デバイス・コリドー

〈研究開発〉
山梨大学・医学部

〈地元企業との懸け橋〉
産業技術センター

富士山麓先端健康産業集積プロジェクト
ファルマバレープロジェクト

〈総合支援窓口〉
メディカル・デバイス・コリドー

推進センター

「山梨のグリーン水素」が
「日本」の脱炭素化に貢献

山梨を未来のトッププレーヤーへ
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其の



踏
ま
え
、
今
後
も
旅
行
者
が
安
全
安
心
で

快
適
に
山
梨
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
は
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士

山
を
は
じ
め
、
文
化
芸
術
の
源
泉
と
な
り

得
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
ほ
か
、

美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
数
が
人
口
当

た
り
で
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
な
ど
、

文
化
芸
術
の
創
造
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い
地
域
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
本
県
の
強
み
を
生
か
し
、
文

化
芸
術
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
芸
術
家
と
協
働
し
た
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
や
、
県
立
美
術
館

と
峡
北
エ
リ
ア
の
3
つ
の
私
立
美
術
館
を

拠
点
と
し
、
自
然
や
食
も
総
合
的
に
体
感

で
き
る
地
域
な
ら
で
は
の
文
化
観
光
体
験

を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
文

化
の
魅
力
を
新
た
な
価
値
と
し
て
創
造
・

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
は
良
質
な
水
や
長
い
日
照
時
間
、

豊
か
な
土
壌
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
高
品
質

な
農
畜
水
産
物
を
多
く
生
産
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
環
境

下
で
も
、
生
産
者
や
本
県
農
業
に
携
わ
る

方
々
の
努
力
が
実
を
結
び
、
令
和
2
年
の

農
業
生
産
額
は
そ
の
前
年
を
約
20
億
円
上

回
り
、
1
0
0
0
億
円
台
を
回
復
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど

県
産
果
実
の
輸
出
額
も
増
加
し
、
初
め
て

10
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
高
品
質
な
だ
け
で
な
く
、
農
業
分
野
か

ら
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
お
い
し

さ
の
先
を
行
く
県
産
農
畜
水
産
物
の
魅
力

を
消
費
者
目
線
で
伝
え
る
た
め
、
県
独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
「
お
い
し
い
未
来
へ
　
や
ま

な
し
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
農
畜
水
産
物
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用

で
き
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
の
所
得
向
上

や
国
内
消
費
、
海
外
輸
出
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
、こ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
土
壌
に
炭
素
を
貯
留
す
る
こ
と
で
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
低
減
さ
せ
、

地
球
温
暖
化
を
抑
制
さ
せ
る
国
際
的
な
取

　
本
県
は
約
1
5
0
年
続
く
ワ
イ
ン
造
り

の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
今
も
な
お
日
本
ワ

イ
ン
生
産
量
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
が
日
本
一
を

誇
る
「
ワ
イ
ン
県
」
で
す
。
ワ
イ
ン
県
宣
言

を
き
っ
か
け
に
周
遊
観
光
や
地
場
産
業
の
活

性
化
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
ワ
イ
ン
と
の
相
性
が
良
い
「
食
」

は
重
要
で
あ
り
、
県
産
の
高
品
質
な
食
材

を
活
用
し
た
り
、
掘
り
起
こ
し
た
り
し
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
と
食
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

食
事
が
目
的
の
旅
行
と
な
る
「
美
食
王
国

や
ま
な
し
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ワ

イ
ン
に
合
う
食
材
と
し
て
本
県
の
ブ
ラ
ン

ド
魚
「
富
士
の
介
」
や
、
天
然
資
源
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
食
材
と
し
て
有
効
活
用
す
る

「
や
ま
な
し
ジ
ビ
エ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、ブ
ド
ウ
の
新
品
種
「
甲
斐
ベ
リ
ー

7
」
は
市
場
に
出
る
ま
で
数
年
か
か
り
ま

す
が
、
日
本
を
代
表
す
る
品
種
へ
の
成
長

が
期
待
さ
れ
ま
す
。「
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
に
山
梨
に
行
こ
う
」と
思
う
本
県
の
フ
ァ

ン
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
す

る
地
理
的
表
示
（
G
I
）
制
度
で
、
本
県

が
全
国
で
初
め
て
1
つ
の
県
で
「
ワ
イ
ン
」

と
「
日
本
酒
」
の
2
つ
の
酒
類
で
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
「
美
酒
美
県
や
ま
な
し
」

と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

農
畜
水
産
物
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

「
お
い
し
い
未
来
へ
　
や
ま
な
し
」

地
球
温
暖
化
抑
制
に
貢
献
す
る

４
パ
ー
ミ
ル・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

食
で
観
光
客
を
魅
了
す
る

「
美
食
王
国
や
ま
な
し
」を
創
造

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需

要
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
県
で
は
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、
観
光

施
設
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
県
が
お
墨
付

き
を
与
え
る
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー

ン
認
証
」
を
展
開
し
、
旅
行
の
楽
し
み
に

加
え
、
安
全
安
心
と
い
う
付
加
価
値
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
約
半
数
の

学
校
が
修
学
旅
行
の
中
止
や
延
期
に
追
い

込
ま
れ
る
中
、
昨
年
度
の
日
本
修
学
旅
行

協
会
に
よ
る
調
査
で
は
、
本
県
が
中
学
校

の
修
学
旅
行
先
と
し
て
京
都
府
に
次
い
で
、

奈
良
県
と
並
ぶ
全
国
2
位
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
旅

先
で
も
安
全
安
心
を
提
供
す
る
「
山
梨
モ

デ
ル
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、複
数
の
公
共
交
通
や
移
動
サ
ー

ビ
ス
、
観
光
施
設
な
ど
を
最
適
に
組
み
合

わ
せ
、
検
索
か
ら
決
済
ま
で
を
一
括
で
行

う
「
や
ま
な
し
観
光
M
a
a
S
」
の
県
内

展
開
を
目
指
し
、
昨
年
11
月
に
行
っ
た
昇

仙
峡
な
ど
の
観
光
地
で
の
実
証
事
業
を

観
光
資
源
に
新
し
い
価
値
を

旅
行
者
に
選
ば
れ
る
地
を
目
指
す

り
組
み
「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

に
、
本
県
は
令
和
2
年
4
月
か
ら
日
本
の

地
方
自
治
体
と
し
て
初
め
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
本
県
が
誇
る
果
樹
栽
培
で
発
生
す

る
剪
定
枝
を
炭
化
さ
せ
、
土
壌
に
貯
留
す

る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
に
貢
献

す
る
ほ
か
、
そ
の
畑
で
作
ら
れ
た
果
実
を

環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
と
し
て
認
証
す

る
制
度
を
設
け
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
展
開

し
、
日
本
の
農
業
全
体
で
温
暖
化
抑
制
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
本
県
が

提
案
し
た
、
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
推
進
全
国
協
議
会
が
昨
年
2
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
の
旗
振
り
役
と

し
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
県
で
は
家
畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
環

境
で
育
て
た
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
の
認
証

制
度
を
全
国
に
先
駆
け
て
創
設
し
ま
し
た
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は
「
動
物
福

祉
」「
家
畜
福
祉
」
と
も
訳
さ
れ
、
鶏
を
地

面
に
放
し
て
飼
う
平
飼
い
や
牛
の
放
牧
な

ど
、
家
畜
が
健
康
的
に
育
つ
良
好
な
環
境

で
飼
育
す
る
こ
と
で
す
。

　
認
証
制
度
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
導
入
し
、
全
国

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
え
る
県
内
の
農

家
な
ど
と
検
討
を
重
ね
、
牛
や
鶏
、
豚
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
育
面
積
や
飼
育
環

境
な
ど
の
基
準
を
10
項
目
設
定
し
ま
し
た
。

講
習
会
や
指
定
農
場
で
の
研
修
を
受
け
た

上
で
、
認
証
基
準
を
満
た
す
実
践
農
場
を

そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
度
に
応
じ
た
3
段
階
で

認
証
し
ま
す
。そ
の
段
階
ご
と
に
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
商
品

を
手
に
取
る
際
に
も
、
新
た
な
価
値
の
付

い
た
商
品
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
認

証
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
業
を
持
続
的
な
成
長
産
業
と
し
て

発
展
さ
せ
、
従
事
す
る
方
が
豊
か
さ
を
実

感
す
る
た
め
に
は
、
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
な
ど
を
活
用
し
た
高
付
加
価

値
な
農
林
業
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

　
農
業
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

を
着
用
す
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
技
術

を
学
習
し
た
A
I
か
ら
摘
粒
な
ど
の
作
業

内
容
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
新
規
就
農
者
ら
の

技
術
習
得
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
始
め
る
方
の
後
押

し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
の
生
育

環
境
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
高
生
産
の

要
因
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
飛

躍
的
向
上
を
目
指
す
「
デ
ー
タ
農
業
」
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
林
業
に
お
い
て
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
端

技
術
を
活
用
し
、
伐
採
や
森
林
整
備
の
生

産
性
・
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
「
ス
マ
ー

ト
林
業
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
年
4
月
に
農
林
大
学
校
に
開
講
す
る

「
森
林
学
科
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実

現
に
必
要
と
な
る
高
度
な
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
環
境
で
家
畜
を
育
て
る

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

ス
マ
ー
ト
農
林
業
で
生
産
性
を
向
上

文
化
芸
術
の
振
興
で
活
性
化

ブドウの剪定枝からできたバイオ炭

平飼いすることで健康的な鶏を育てる

スマートグラスを装着して摘粒するブドウを検出

最先端モビリティ「Piimo（ピーモ）」に
よる観光の実証事業の様子

葛飾北斎　冨嶽三十六景 凱風快晴
（山梨県立博物館蔵）

GI「山梨」の認証を受けた日本酒
（提供：山梨県酒造協同組合）

日本酒

キングサーモンとニジマスを交配させて
誕生した富士の介

富士の介

やまなしジビエ（シカ肉）

やまなしジビエ

県が開発した新品種・甲斐ベリー7

甲斐ベリー7

せ
ん   

て
い

マ

ー

ス

山梨を未来のトッププレーヤーへ
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踏
ま
え
、
今
後
も
旅
行
者
が
安
全
安
心
で

快
適
に
山
梨
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
は
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士

山
を
は
じ
め
、
文
化
芸
術
の
源
泉
と
な
り

得
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
ほ
か
、

美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
数
が
人
口
当

た
り
で
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
な
ど
、

文
化
芸
術
の
創
造
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い
地
域
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
本
県
の
強
み
を
生
か
し
、
文

化
芸
術
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
芸
術
家
と
協
働
し
た
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
や
、
県
立
美
術
館

と
峡
北
エ
リ
ア
の
3
つ
の
私
立
美
術
館
を

拠
点
と
し
、
自
然
や
食
も
総
合
的
に
体
感

で
き
る
地
域
な
ら
で
は
の
文
化
観
光
体
験

を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
文

化
の
魅
力
を
新
た
な
価
値
と
し
て
創
造
・

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
は
良
質
な
水
や
長
い
日
照
時
間
、

豊
か
な
土
壌
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
高
品
質

な
農
畜
水
産
物
を
多
く
生
産
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
環
境

下
で
も
、
生
産
者
や
本
県
農
業
に
携
わ
る

方
々
の
努
力
が
実
を
結
び
、
令
和
2
年
の

農
業
生
産
額
は
そ
の
前
年
を
約
20
億
円
上

回
り
、
1
0
0
0
億
円
台
を
回
復
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど

県
産
果
実
の
輸
出
額
も
増
加
し
、
初
め
て

10
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
高
品
質
な
だ
け
で
な
く
、
農
業
分
野
か

ら
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
お
い
し

さ
の
先
を
行
く
県
産
農
畜
水
産
物
の
魅
力

を
消
費
者
目
線
で
伝
え
る
た
め
、
県
独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
「
お
い
し
い
未
来
へ
　
や
ま

な
し
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
農
畜
水
産
物
に
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用

で
き
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
の
所
得
向
上

や
国
内
消
費
、
海
外
輸
出
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
、こ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
土
壌
に
炭
素
を
貯
留
す
る
こ
と
で
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
低
減
さ
せ
、

地
球
温
暖
化
を
抑
制
さ
せ
る
国
際
的
な
取

　
本
県
は
約
1
5
0
年
続
く
ワ
イ
ン
造
り

の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
今
も
な
お
日
本
ワ

イ
ン
生
産
量
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
が
日
本
一
を

誇
る
「
ワ
イ
ン
県
」
で
す
。
ワ
イ
ン
県
宣
言

を
き
っ
か
け
に
周
遊
観
光
や
地
場
産
業
の
活

性
化
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
ワ
イ
ン
と
の
相
性
が
良
い
「
食
」

は
重
要
で
あ
り
、
県
産
の
高
品
質
な
食
材

を
活
用
し
た
り
、
掘
り
起
こ
し
た
り
し
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
と
食
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

食
事
が
目
的
の
旅
行
と
な
る
「
美
食
王
国

や
ま
な
し
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ワ

イ
ン
に
合
う
食
材
と
し
て
本
県
の
ブ
ラ
ン

ド
魚
「
富
士
の
介
」
や
、
天
然
資
源
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
食
材
と
し
て
有
効
活
用
す
る

「
や
ま
な
し
ジ
ビ
エ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、ブ
ド
ウ
の
新
品
種
「
甲
斐
ベ
リ
ー

7
」
は
市
場
に
出
る
ま
で
数
年
か
か
り
ま

す
が
、
日
本
を
代
表
す
る
品
種
へ
の
成
長

が
期
待
さ
れ
ま
す
。「
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
に
山
梨
に
行
こ
う
」と
思
う
本
県
の
フ
ァ

ン
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
す

る
地
理
的
表
示
（
G
I
）
制
度
で
、
本
県

が
全
国
で
初
め
て
1
つ
の
県
で
「
ワ
イ
ン
」

と
「
日
本
酒
」
の
2
つ
の
酒
類
で
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
「
美
酒
美
県
や
ま
な
し
」

と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

農
畜
水
産
物
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

「
お
い
し
い
未
来
へ
　
や
ま
な
し
」

地
球
温
暖
化
抑
制
に
貢
献
す
る

４
パ
ー
ミ
ル・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

食
で
観
光
客
を
魅
了
す
る

「
美
食
王
国
や
ま
な
し
」を
創
造

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需

要
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
県
で
は
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、
観
光

施
設
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
県
が
お
墨
付

き
を
与
え
る
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー

ン
認
証
」
を
展
開
し
、
旅
行
の
楽
し
み
に

加
え
、
安
全
安
心
と
い
う
付
加
価
値
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
約
半
数
の

学
校
が
修
学
旅
行
の
中
止
や
延
期
に
追
い

込
ま
れ
る
中
、
昨
年
度
の
日
本
修
学
旅
行

協
会
に
よ
る
調
査
で
は
、
本
県
が
中
学
校

の
修
学
旅
行
先
と
し
て
京
都
府
に
次
い
で
、

奈
良
県
と
並
ぶ
全
国
2
位
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
旅

先
で
も
安
全
安
心
を
提
供
す
る
「
山
梨
モ

デ
ル
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、複
数
の
公
共
交
通
や
移
動
サ
ー

ビ
ス
、
観
光
施
設
な
ど
を
最
適
に
組
み
合

わ
せ
、
検
索
か
ら
決
済
ま
で
を
一
括
で
行

う
「
や
ま
な
し
観
光
M
a
a
S
」
の
県
内

展
開
を
目
指
し
、
昨
年
11
月
に
行
っ
た
昇

仙
峡
な
ど
の
観
光
地
で
の
実
証
事
業
を

観
光
資
源
に
新
し
い
価
値
を

旅
行
者
に
選
ば
れ
る
地
を
目
指
す

り
組
み
「
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

に
、
本
県
は
令
和
2
年
4
月
か
ら
日
本
の

地
方
自
治
体
と
し
て
初
め
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
本
県
が
誇
る
果
樹
栽
培
で
発
生
す

る
剪
定
枝
を
炭
化
さ
せ
、
土
壌
に
貯
留
す

る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
に
貢
献

す
る
ほ
か
、
そ
の
畑
で
作
ら
れ
た
果
実
を

環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
と
し
て
認
証
す

る
制
度
を
設
け
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
展
開

し
、
日
本
の
農
業
全
体
で
温
暖
化
抑
制
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
本
県
が

提
案
し
た
、
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
推
進
全
国
協
議
会
が
昨
年
2
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
の
旗
振
り
役
と

し
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
県
で
は
家
畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
環

境
で
育
て
た
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
の
認
証

制
度
を
全
国
に
先
駆
け
て
創
設
し
ま
し
た
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は
「
動
物
福

祉
」「
家
畜
福
祉
」
と
も
訳
さ
れ
、
鶏
を
地

面
に
放
し
て
飼
う
平
飼
い
や
牛
の
放
牧
な

ど
、
家
畜
が
健
康
的
に
育
つ
良
好
な
環
境

で
飼
育
す
る
こ
と
で
す
。

　
認
証
制
度
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
導
入
し
、
全
国

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
え
る
県
内
の
農

家
な
ど
と
検
討
を
重
ね
、
牛
や
鶏
、
豚
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
育
面
積
や
飼
育
環

境
な
ど
の
基
準
を
10
項
目
設
定
し
ま
し
た
。

講
習
会
や
指
定
農
場
で
の
研
修
を
受
け
た

上
で
、
認
証
基
準
を
満
た
す
実
践
農
場
を

そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
度
に
応
じ
た
3
段
階
で

認
証
し
ま
す
。そ
の
段
階
ご
と
に
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が
商
品

を
手
に
取
る
際
に
も
、
新
た
な
価
値
の
付

い
た
商
品
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
認

証
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
業
を
持
続
的
な
成
長
産
業
と
し
て

発
展
さ
せ
、
従
事
す
る
方
が
豊
か
さ
を
実

感
す
る
た
め
に
は
、
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
な
ど
を
活
用
し
た
高
付
加
価

値
な
農
林
業
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

　
農
業
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

を
着
用
す
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
技
術

を
学
習
し
た
A
I
か
ら
摘
粒
な
ど
の
作
業

内
容
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
新
規
就
農
者
ら
の

技
術
習
得
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
始
め
る
方
の
後
押

し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
の
生
育

環
境
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
高
生
産
の

要
因
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
飛

躍
的
向
上
を
目
指
す
「
デ
ー
タ
農
業
」
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
林
業
に
お
い
て
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
端

技
術
を
活
用
し
、
伐
採
や
森
林
整
備
の
生

産
性
・
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
「
ス
マ
ー

ト
林
業
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

本
年
4
月
に
農
林
大
学
校
に
開
講
す
る

「
森
林
学
科
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実

現
に
必
要
と
な
る
高
度
な
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
環
境
で
家
畜
を
育
て
る

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

ス
マ
ー
ト
農
林
業
で
生
産
性
を
向
上

文
化
芸
術
の
振
興
で
活
性
化

ブドウの剪定枝からできたバイオ炭

平飼いすることで健康的な鶏を育てる

スマートグラスを装着して摘粒するブドウを検出

最先端モビリティ「Piimo（ピーモ）」に
よる観光の実証事業の様子

葛飾北斎　冨嶽三十六景 凱風快晴
（山梨県立博物館蔵）

GI「山梨」の認証を受けた日本酒
（提供：山梨県酒造協同組合）

日本酒

キングサーモンとニジマスを交配させて
誕生した富士の介

富士の介

やまなしジビエ（シカ肉）

やまなしジビエ

県が開発した新品種・甲斐ベリー7

甲斐ベリー7

せ
ん   

て
い

マ

ー

ス
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性
別
に
よ
る
社
会
格
差
を
徹
底
解
消
す

る
「
男
女
共
同
参
画
先
進
県
」
の
実
現
に

向
け
、県
は
昨
年
、取
り
組
む
意
欲
と
姿
勢
、

当
面
の
重
点
施
策
を
示
す
「
取
り
組
み
断

行
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。「
若
年
層
へ
の

意
識
啓
発
の
強
化
」「
将
来
を
担
う
人
材
育

成
の
強
化
」「
相
談
機
能
の
充
実
強
化
」
を

3
本
柱
と
し
て
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
真
に
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
に

は
、
行
政
の
取
り
組
み
強
化
だ
け
で
は
な

く
、
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に
精
力
的
に

取
り
組
む
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
多
様
な
団
体
と
の
連
携
が

強
化
で
き
る
よ
う
、
団
体
の
活
動
に
対
し

て
物
心
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

男
女
共
同
参
画
先
進
県
を
実
現

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
拠
点
機
能
の
充
実
に
向
け
て

は
、
施
設
に
行
か
な
く
て
も
活
動
な
ど
に

参
加
で
き
る
I
C
T
を
活
用
し
た
仕
組
み

づ
く
り
や
、
峡
南
地
域
に
お
け
る
新
た
な

活
動
拠
点
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
と
生
活
の
両
面
に
わ
た
る
、
一
人

一
人
の
児
童
生
徒
に
対
応
し
た
き
め
細
か

な
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
少
人
数

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

国
の
基
準
よ
り
も
少
な
い
人
数
で
の
学
級

編
成
を
導
入
し
、
先
進
的
な
学
級
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
少
な
い
25

人
学
級
を
全
国
で
初
め
て
今
年
度
か
ら
小

学
1
年
生
に
導
入
し
ま
し
た
。
来
年
度
は

小
学
2
年
生
に
も
導
入
を
拡
大
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
25
人
学
級
を
導
入
し
た
小

学
校
で
は
、
教
員
が
児
童
一
人
一
人
に
丁

寧
に
接
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
う
れ
し

そ
う
に
発
言
し
た
り
す
る
場
面
が
多
く
見

ら
れ
る
な
ど
、
導
入
の
効
果
は
確
実
に
表

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
小
学
3
年
生
以
降
へ
の
導
入

を
推
進
す
る
た
め
、
学
習
面
へ
の
効
果
や

指
導
体
制
な
ど
の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、

優
秀
な
人
材
や
そ
れ
に
か
か
る
財
源
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
山
梨
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
の
方
々
の
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、

働
く
世
代
が
、
親
の
介
護
の
悩
み
を
抱
え

ず
に
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
最
も
重
要
な
「
基
礎
条
件
」

の
一
つ
で
す
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
だ
け
で
は
支
え

き
れ
ず
、
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
方
は
現
在
、
県
内
に
1
8
0
0
人

程
度
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
速
や
か

に
入
所
で
き
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
や
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転

換
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
の
実
現

全
国
初
の
25
人
学
級
を
推
進

男女共同参画施策について意見を交わす

25人学級を導入した小学校で1年生と交流する長崎知事

　人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
県
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
国
内
外
の
地
域
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
や
才
能
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
県
民
が
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　県
で
は
、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
社
会
の
基
礎
条
件
と
な
る
男
女
共
同
参

画
、
教
育
、
福
祉
、
県
土
強
靱
化
、
防
災
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
や
才
能
が
集
ま
る
社
会
へ

山
梨
の
基
礎
条
件
を
充
実
さ
せ
る

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
へ
の
希
望
や
期
待

を
抱
き
、
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
挑

戦
で
き
る
こ
と
は
大
事
で
す
。
し
か
し
、

昨
年
７
月
に
県
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
お
世
話
を
し

て
い
る
家
族
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
児

童
生
徒
の
割
合
が
6
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
、
家
族
の
世
話

な
ど
で
、
自
分
自
身
の
希
望
や
期
待
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
が
含
ま
れ
て
い

る
と
し
た
ら
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
社
会
的
認
知
度
も

低
く
、
周
囲
の
大
人
の
み
な
ら
ず
、
子
ど

も
自
身
や
そ
の
家
族
で
さ
え
も
自
覚
が
な

い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
が
い
る
家
庭
に
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
介
護
、
貧
困
な
ど
の
背
景
が
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
も

含
め
て
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
県
で
は
、

介
護
や
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
関
係

者
か
ら
な
る「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
連
携
し
た
包
括

的
支
援
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
度
や
支
援
能
力
の
向
上
に

向
け
て
研
修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
啓
発
動

画
の
配
信
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
強
化
し
て
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
正
し
い
知
識
を
伝
え
た
り
、

該
当
す
る
場
合
に
た
め
ら
い
な
く
相
談
で

き
る
環
境
を
整
え
た
り
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
の
調
査
で
は
入
所
や
利
用
の
資
格
が

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
な
ど

の
定
員
に
空
き
が
な
く
、
入
所
を
待
っ
て

い
る
待
機
児
童
は
県
内
に
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
親
が
職
場
復
帰
す
る
産
休
育
休

明
け
な
ど
、
年
度
当
初
以
外
の
時
期
に
入

所
を
希
望
し
て
も
、
年
度
途
中
で
新
た
に

保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

な
ど
の
理
由
で
希
望
し
た
と
お
り
に
入
れ

な
い
児
童
が
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
働
く
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
す
上
で
大
き
な
不
安
や
リ
ス
ク
と
な

る
た
め
、
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
産
休
育
休
明
け
な
ど
の
ス
ム
ー

ズ
な
職
場
復
帰
に
向
け
て
、
時
期
を
問
わ

ず
に
保
育
所
入
所
が
で
き
る
環
境
「
新
し

い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
市
町
村
や
保
育
団
体
と
と
も

に
検
討
会
を
設
置
し
、
年
度
途
中
で
の
入

所
の
現
状
や
課
題
の
共
有
、
対
応
策
の
検

討
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
保

育
士
が
登
録
す
る
保
育
人
材
バ
ン
ク
の
創

設
な
ど
、
実
現
可
能
な
施
策
の
積
極
的
な

導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
6
月
に
は
、
保
育
士
を

目
指
す
学
生
の
県
内
就
業
を
促
進
す
る
た

め
、
一
定
期
間
県
内
の
保
育
所
に
勤
務
し

た
場
合
に
返
還
免
除
と
な
る
、
保
育
士
修

学
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

保育等人材確保・定着等協議会に設置された入所円滑化等促進部会

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

本来大人が担うと想定される家事や家族の世話などを
日常的に行っている子どもであるヤングケアラーの例
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性
別
に
よ
る
社
会
格
差
を
徹
底
解
消
す

る
「
男
女
共
同
参
画
先
進
県
」
の
実
現
に

向
け
、県
は
昨
年
、取
り
組
む
意
欲
と
姿
勢
、

当
面
の
重
点
施
策
を
示
す
「
取
り
組
み
断

行
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。「
若
年
層
へ
の

意
識
啓
発
の
強
化
」「
将
来
を
担
う
人
材
育

成
の
強
化
」「
相
談
機
能
の
充
実
強
化
」
を

3
本
柱
と
し
て
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
真
に
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
に

は
、
行
政
の
取
り
組
み
強
化
だ
け
で
は
な

く
、
男
女
共
同
参
画
の
促
進
に
精
力
的
に

取
り
組
む
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
多
様
な
団
体
と
の
連
携
が

強
化
で
き
る
よ
う
、
団
体
の
活
動
に
対
し

て
物
心
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

男
女
共
同
参
画
先
進
県
を
実
現

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
拠
点
機
能
の
充
実
に
向
け
て

は
、
施
設
に
行
か
な
く
て
も
活
動
な
ど
に

参
加
で
き
る
I
C
T
を
活
用
し
た
仕
組
み

づ
く
り
や
、
峡
南
地
域
に
お
け
る
新
た
な

活
動
拠
点
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
と
生
活
の
両
面
に
わ
た
る
、
一
人

一
人
の
児
童
生
徒
に
対
応
し
た
き
め
細
か

な
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
少
人
数

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

国
の
基
準
よ
り
も
少
な
い
人
数
で
の
学
級

編
成
を
導
入
し
、
先
進
的
な
学
級
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
少
な
い
25

人
学
級
を
全
国
で
初
め
て
今
年
度
か
ら
小

学
1
年
生
に
導
入
し
ま
し
た
。
来
年
度
は

小
学
2
年
生
に
も
導
入
を
拡
大
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
25
人
学
級
を
導
入
し
た
小

学
校
で
は
、
教
員
が
児
童
一
人
一
人
に
丁

寧
に
接
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
う
れ
し

そ
う
に
発
言
し
た
り
す
る
場
面
が
多
く
見

ら
れ
る
な
ど
、
導
入
の
効
果
は
確
実
に
表

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
小
学
3
年
生
以
降
へ
の
導
入

を
推
進
す
る
た
め
、
学
習
面
へ
の
効
果
や

指
導
体
制
な
ど
の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、

優
秀
な
人
材
や
そ
れ
に
か
か
る
財
源
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
山
梨
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
の
方
々
の
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、

働
く
世
代
が
、
親
の
介
護
の
悩
み
を
抱
え

ず
に
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
最
も
重
要
な
「
基
礎
条
件
」

の
一
つ
で
す
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
だ
け
で
は
支
え

き
れ
ず
、
施
設
へ
の
入
所
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
方
は
現
在
、
県
内
に
1
8
0
0
人

程
度
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
速
や
か

に
入
所
で
き
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
や
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転

換
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
の
実
現

全
国
初
の
25
人
学
級
を
推
進

男女共同参画施策について意見を交わす

25人学級を導入した小学校で1年生と交流する長崎知事

　人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
県
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
国
内
外
の
地
域
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
や
才
能
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
県
民
が
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　県
で
は
、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
社
会
の
基
礎
条
件
と
な
る
男
女
共
同
参

画
、
教
育
、
福
祉
、
県
土
強
靱
化
、
防
災
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
や
才
能
が
集
ま
る
社
会
へ

山
梨
の
基
礎
条
件
を
充
実
さ
せ
る

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
へ
の
希
望
や
期
待

を
抱
き
、
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
挑

戦
で
き
る
こ
と
は
大
事
で
す
。
し
か
し
、

昨
年
７
月
に
県
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
お
世
話
を
し

て
い
る
家
族
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
児

童
生
徒
の
割
合
が
6
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
、
家
族
の
世
話

な
ど
で
、
自
分
自
身
の
希
望
や
期
待
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
が
含
ま
れ
て
い

る
と
し
た
ら
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
社
会
的
認
知
度
も

低
く
、
周
囲
の
大
人
の
み
な
ら
ず
、
子
ど

も
自
身
や
そ
の
家
族
で
さ
え
も
自
覚
が
な

い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
が
い
る
家
庭
に
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
介
護
、
貧
困
な
ど
の
背
景
が
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
も

含
め
て
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
県
で
は
、

介
護
や
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
関
係

者
か
ら
な
る「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
連
携
し
た
包
括

的
支
援
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
度
や
支
援
能
力
の
向
上
に

向
け
て
研
修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
啓
発
動

画
の
配
信
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
強
化
し
て
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
正
し
い
知
識
を
伝
え
た
り
、

該
当
す
る
場
合
に
た
め
ら
い
な
く
相
談
で

き
る
環
境
を
整
え
た
り
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
の
調
査
で
は
入
所
や
利
用
の
資
格
が

あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
な
ど

の
定
員
に
空
き
が
な
く
、
入
所
を
待
っ
て

い
る
待
機
児
童
は
県
内
に
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
親
が
職
場
復
帰
す
る
産
休
育
休

明
け
な
ど
、
年
度
当
初
以
外
の
時
期
に
入

所
を
希
望
し
て
も
、
年
度
途
中
で
新
た
に

保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

な
ど
の
理
由
で
希
望
し
た
と
お
り
に
入
れ

な
い
児
童
が
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
働
く
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
す
上
で
大
き
な
不
安
や
リ
ス
ク
と
な

る
た
め
、
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
産
休
育
休
明
け
な
ど
の
ス
ム
ー

ズ
な
職
場
復
帰
に
向
け
て
、
時
期
を
問
わ

ず
に
保
育
所
入
所
が
で
き
る
環
境
「
新
し

い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
市
町
村
や
保
育
団
体
と
と
も

に
検
討
会
を
設
置
し
、
年
度
途
中
で
の
入

所
の
現
状
や
課
題
の
共
有
、
対
応
策
の
検

討
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
保

育
士
が
登
録
す
る
保
育
人
材
バ
ン
ク
の
創

設
な
ど
、
実
現
可
能
な
施
策
の
積
極
的
な

導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
6
月
に
は
、
保
育
士
を

目
指
す
学
生
の
県
内
就
業
を
促
進
す
る
た

め
、
一
定
期
間
県
内
の
保
育
所
に
勤
務
し

た
場
合
に
返
還
免
除
と
な
る
、
保
育
士
修

学
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

保育等人材確保・定着等協議会に設置された入所円滑化等促進部会

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

本来大人が担うと想定される家事や家族の世話などを
日常的に行っている子どもであるヤングケアラーの例
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山梨を未来のトッププレーヤーへ
其の



　
私
は
、
知
事
就
任
以
来
「
山
梨
の
す
べ

て
の
可
能
性
と
潜
在
力
を
活
か
し
き
る
」

こ
と
を
通
じ
「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
を
実
現
す
る
」
こ

と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
魅

力
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
、
小
さ

な
魅
力
は
さ
ら
に
大
き
く
、
大
き
な
魅
力

は
日
本
か
ら
世
界
へ
と
発
信
し
、
山
梨
に

お
け
る
す
べ
て
の
資
源
の
高
付
加
価
値
化

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
の
中
で
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
山
梨
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
山
梨
県
民
が
社
会

に
お
い
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
不

可
欠
で
あ
り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
最
大
限
に
花
開
か
せ
、
そ
の
恵
み
を

す
べ
て
の
県
民
の
も
と
に
届
け
る
、
そ
れ

が
さ
ら
な
る
県
民
の
可
能
性
を
育
む
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
山
梨
県
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

拡
大
発
展
の
循
環
を
構
築
し
、
県
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
永
続
的
で
発
展
性
の
あ

る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
1
月
1
日

山
梨
県
知
事
　
長
崎
幸
太
郎

　
急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
、
隣
県
や
県
内

地
域
間
を
結
ぶ
路
線
が
限
ら
れ
る
本
県
に

と
っ
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、

災
害
時
で
あ
っ
て
も
人
や
物
の
流
れ
を
止

め
ず
に
県
民
の
生
活
を
支
え
る
上
で
と
て

も
重
要
で
す
。

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
で
は
、

長
期
間
県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ
れ
、
通

勤
や
通
学
、
物
流
に
大
き
な
影
響
が
及
び

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
は
、
災
害
の
危
険
性
が
高
い

脆
弱
箇
所
の
対
策
と
、
広
域
迂
回
路
の
整

備
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
国
道
1
3
8
号
須
走
道

路
・
御
殿
場
バ
イ
パ
ス
が
、
8
月
に
中
部

横
断
自
動
車
道
の
山
梨
・
静
岡
間
全
線
が

開
通
し
、
東
京
圏
へ
の
広
域
迂
回
路
の
整

備
が
進
み
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
中
部

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進

横
断
自
動
車
道
の
長
坂
以
北
な
ど
県
外
と

つ
な
が
る
広
域
道
路
や
、
新
山
梨
環
状
道

路
な
ど
県
内
地
域
間
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路

の
整
備
、
局
所
的
な
脆
弱
箇
所
の
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
想
定

を
超
え
る
降
雨
が
発
生
し
、
全
国
各
地
で

水
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
河
川
整
備
を
中
心
と
し
た

対
策
だ
け
で
は
被
害
を
抑
え
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
総
合
的
な
防

災
減
災
対
策
を
行
う
「
流
域
治
水
」
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
流
域
治
水
の
導
入
に
向
け
た

「
山
梨
県
流
域
治
水
対
策
推
進
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
従
来
の
河
川
整
備
に
加
え
、

流
域
治
水
対
策
の
推
進

県内外を結ぶ広域道路ネットワークの整備

流域全体で総合的な防災減災対策を行う流域治水

安定した電力供給に向け、事前伐採を実施

河
川
の
外
側
で
行
う
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

の
整
備
や
、
避
難
体
制
の
強
化
な
ど
の
ソ

フ
ト
対
策
も
盛
り
込
ん
だ
、
小
流
域
ご
と

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
小
流
域
か
ら

作
成
を
始
め
、
そ
こ
で
の
課
題
を
検
証
し

た
上
で
、
特
性
が
共
通
す
る
別
の
小
流
域

へ
順
次
展
開
し
、
水
害
リ
ス
ク
に
対
す
る

県
土
の
強
靱
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
最
新
の
科
学
的
知
見
や
研
究
に
よ
り
、

新
た
な
噴
火
口
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
や
、

溶
岩
流
、
火
砕
流
の
想
定
噴
出
量
が
増
大

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
富
士
山
噴
火
の
影

響
範
囲
を
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
短
時
間
で
市

街
地
が
被
災
す
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、富
士
山
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
17
年
ぶ
り
に
改
定
し
、
引
き

続
き
、
富
士
山
噴
火
に
関
す
る
知
識
の
周

知
や
避
難
訓
練
実
施
な
ど
の
火
山
防
災
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
者
な
ど
の
逃
げ
遅
れ
対
策

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
東
京
大
学
と

の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
で
用
い
た
A
I
画
像
解
析

技
術
や
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ー
カ
ル
５
G
と

い
っ
た
最
新
技
術
を
駆
使
し
、
山
中
に
い

る
登
山
者
の
把
握
や
円
滑
な
避
難
誘
導
に

つ
な
げ
る
実
証
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
東
京
圏
が
被
災
し
た
場
合
に
、
国
や
民

間
企
業
が
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
県
は
災
害
が
比
較
的
少
な
く
、
首
都

直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
も
ほ
と
ん
ど

の
地
域
が
震
度
4
ク
ラ
ス
に
と
ど
ま
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
利

便
性
や
東
京
圏
と
の
近
さ
も
、
二
拠
点
居

住
や
移
住
、
企
業
移
転
な
ど
の
受
け
皿
と

な
る
た
め
の
大
き
な
強
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
強
み
や
豊
富
な
地
域
資
源
を

最
大
限
活
用
し
た
防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
や
経
済

富
士
山
火
山
防
災
対
策
の
推
進

東京大学と連携し、富士山火山防災対策を推進

団
体
に
本
県
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会

に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
対

策
と
し
て
の
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
本
県

を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
P
R
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
か
ら
の
相
談
を
一
元
的
に

受
け
付
け
る
「
防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を
設
置
す
る
な
ど
全
庁

的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
森
林
な
ど
へ
の
無
秩
序
な
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
県

民
か
ら
規
制
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
り
、

昨
年
、
森
林
伐
採
を
伴
う
設
置
を
原
則
禁

止
し
、
既
存
施
設
も
含
め
た
す
べ
て
の
事

業
者
に
対
し
て
適
切
な
維
持
管
理
を
義
務

付
け
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
台
風
15
号
で
は
、
強

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

適
正
導
入
で
脱
炭
素
化
に
貢
献

防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の

向
上
を
目
指
す

風
に
伴
う
倒
木
等
に
よ
る
電
柱
の
損
壊
な

ど
で
、
長
期
間
の
停
電
が
千
葉
県
を
中
心

に
発
生
し
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
そ
の
よ
う

な
事
態
に
備
え
「
山
梨
県
電
力
供
給
体
制
強

靱
化
戦
略
」
を
策
定
し
、
支
障
と
な
る
樹
木

の
事
前
伐
採
や
、
小
水
力
な
ど
の
災
害
に

強
い
自
立
・
分
散
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
推
進
す
る
な
ど
、
電
力
供

給
体
制
の
強
靱
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
政
府
目
標
で
あ
る
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

て
、
C
O

2

削
減
へ
の
取
り
組
み
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
進
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
を
活
用

し
た
P
2
G
シ
ス
テ
ム
や
、
土
壌
の
炭
素

量
を
増
や
す
こ
と
で
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
量
の
削
減
に
つ
な
げ
る
、
4
パ
ー
ミ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

経団連で講演する長崎知事

山
梨
が
向
か
う
べ
き
未
来
へ

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く

う    

か
い

リスクの高い地域から
低い地域へ移転

雨水貯留浸透
施設の整備

砂防関係
施設の整備

ダムの活用

堤防整備・強化

河道掘削

森林整備・治山対策

水田貯留

①中部横断自動車道長坂以北
②新山梨環状道路
③中央自動車道渋滞対策
④新たな御坂トンネル

1

長坂IC

中央自動車道

3

4 ⑥須走道路・
　御殿場バイパス
　（令和3年4月10日開通）

下部温泉
早川IC

南部IC
須走IC

新御殿場IC

5 6

⑤中部横断自動車道
　山梨・静岡間
　（令和3年8月29日全線開通）

東名高速道路

新東名高速道路
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私
は
、
知
事
就
任
以
来
「
山
梨
の
す
べ

て
の
可
能
性
と
潜
在
力
を
活
か
し
き
る
」

こ
と
を
通
じ
「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
を
実
現
す
る
」
こ

と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
魅

力
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
、
小
さ

な
魅
力
は
さ
ら
に
大
き
く
、
大
き
な
魅
力

は
日
本
か
ら
世
界
へ
と
発
信
し
、
山
梨
に

お
け
る
す
べ
て
の
資
源
の
高
付
加
価
値
化

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
の
中
で
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
山
梨
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
山
梨
県
民
が
社
会

に
お
い
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
不

可
欠
で
あ
り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
最
大
限
に
花
開
か
せ
、
そ
の
恵
み
を

す
べ
て
の
県
民
の
も
と
に
届
け
る
、
そ
れ

が
さ
ら
な
る
県
民
の
可
能
性
を
育
む
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
山
梨
県
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

拡
大
発
展
の
循
環
を
構
築
し
、
県
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
永
続
的
で
発
展
性
の
あ

る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
1
月
1
日

山
梨
県
知
事
　
長
崎
幸
太
郎

　
急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
、
隣
県
や
県
内

地
域
間
を
結
ぶ
路
線
が
限
ら
れ
る
本
県
に

と
っ
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、

災
害
時
で
あ
っ
て
も
人
や
物
の
流
れ
を
止

め
ず
に
県
民
の
生
活
を
支
え
る
上
で
と
て

も
重
要
で
す
。

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
で
は
、

長
期
間
県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ
れ
、
通

勤
や
通
学
、
物
流
に
大
き
な
影
響
が
及
び

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
は
、
災
害
の
危
険
性
が
高
い

脆
弱
箇
所
の
対
策
と
、
広
域
迂
回
路
の
整

備
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
4
月
に
国
道
1
3
8
号
須
走
道

路
・
御
殿
場
バ
イ
パ
ス
が
、
8
月
に
中
部

横
断
自
動
車
道
の
山
梨
・
静
岡
間
全
線
が

開
通
し
、
東
京
圏
へ
の
広
域
迂
回
路
の
整

備
が
進
み
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
中
部

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進

横
断
自
動
車
道
の
長
坂
以
北
な
ど
県
外
と

つ
な
が
る
広
域
道
路
や
、
新
山
梨
環
状
道

路
な
ど
県
内
地
域
間
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路

の
整
備
、
局
所
的
な
脆
弱
箇
所
の
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
想
定

を
超
え
る
降
雨
が
発
生
し
、
全
国
各
地
で

水
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
河
川
整
備
を
中
心
と
し
た

対
策
だ
け
で
は
被
害
を
抑
え
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
総
合
的
な
防

災
減
災
対
策
を
行
う
「
流
域
治
水
」
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
流
域
治
水
の
導
入
に
向
け
た

「
山
梨
県
流
域
治
水
対
策
推
進
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
従
来
の
河
川
整
備
に
加
え
、

流
域
治
水
対
策
の
推
進

県内外を結ぶ広域道路ネットワークの整備

流域全体で総合的な防災減災対策を行う流域治水

安定した電力供給に向け、事前伐採を実施

河
川
の
外
側
で
行
う
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

の
整
備
や
、
避
難
体
制
の
強
化
な
ど
の
ソ

フ
ト
対
策
も
盛
り
込
ん
だ
、
小
流
域
ご
と

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
小
流
域
か
ら

作
成
を
始
め
、
そ
こ
で
の
課
題
を
検
証
し

た
上
で
、
特
性
が
共
通
す
る
別
の
小
流
域

へ
順
次
展
開
し
、
水
害
リ
ス
ク
に
対
す
る

県
土
の
強
靱
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
最
新
の
科
学
的
知
見
や
研
究
に
よ
り
、

新
た
な
噴
火
口
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
や
、

溶
岩
流
、
火
砕
流
の
想
定
噴
出
量
が
増
大

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
富
士
山
噴
火
の
影

響
範
囲
を
再
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
短
時
間
で
市

街
地
が
被
災
す
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、富
士
山
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
17
年
ぶ
り
に
改
定
し
、
引
き

続
き
、
富
士
山
噴
火
に
関
す
る
知
識
の
周

知
や
避
難
訓
練
実
施
な
ど
の
火
山
防
災
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
者
な
ど
の
逃
げ
遅
れ
対
策

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
東
京
大
学
と

の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
で
用
い
た
A
I
画
像
解
析

技
術
や
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ー
カ
ル
５
G
と

い
っ
た
最
新
技
術
を
駆
使
し
、
山
中
に
い

る
登
山
者
の
把
握
や
円
滑
な
避
難
誘
導
に

つ
な
げ
る
実
証
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
東
京
圏
が
被
災
し
た
場
合
に
、
国
や
民

間
企
業
が
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
県
は
災
害
が
比
較
的
少
な
く
、
首
都

直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
も
ほ
と
ん
ど

の
地
域
が
震
度
4
ク
ラ
ス
に
と
ど
ま
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
利

便
性
や
東
京
圏
と
の
近
さ
も
、
二
拠
点
居

住
や
移
住
、
企
業
移
転
な
ど
の
受
け
皿
と

な
る
た
め
の
大
き
な
強
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
強
み
や
豊
富
な
地
域
資
源
を

最
大
限
活
用
し
た
防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
国
や
経
済

富
士
山
火
山
防
災
対
策
の
推
進

東京大学と連携し、富士山火山防災対策を推進

団
体
に
本
県
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会

に
お
い
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
対

策
と
し
て
の
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
本
県

を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
P
R
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
か
ら
の
相
談
を
一
元
的
に

受
け
付
け
る
「
防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
を
設
置
す
る
な
ど
全
庁

的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
森
林
な
ど
へ
の
無
秩
序
な
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
県

民
か
ら
規
制
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
り
、

昨
年
、
森
林
伐
採
を
伴
う
設
置
を
原
則
禁

止
し
、
既
存
施
設
も
含
め
た
す
べ
て
の
事

業
者
に
対
し
て
適
切
な
維
持
管
理
を
義
務

付
け
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
台
風
15
号
で
は
、
強

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

適
正
導
入
で
脱
炭
素
化
に
貢
献

防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の

向
上
を
目
指
す

風
に
伴
う
倒
木
等
に
よ
る
電
柱
の
損
壊
な

ど
で
、
長
期
間
の
停
電
が
千
葉
県
を
中
心

に
発
生
し
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
そ
の
よ
う

な
事
態
に
備
え
「
山
梨
県
電
力
供
給
体
制
強

靱
化
戦
略
」
を
策
定
し
、
支
障
と
な
る
樹
木

の
事
前
伐
採
や
、
小
水
力
な
ど
の
災
害
に

強
い
自
立
・
分
散
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
推
進
す
る
な
ど
、
電
力
供

給
体
制
の
強
靱
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
政
府
目
標
で
あ
る
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

て
、
C
O

2

削
減
へ
の
取
り
組
み
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
進
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
を
活
用

し
た
P
2
G
シ
ス
テ
ム
や
、
土
壌
の
炭
素

量
を
増
や
す
こ
と
で
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
量
の
削
減
に
つ
な
げ
る
、
4
パ
ー
ミ
ル
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

経団連で講演する長崎知事

山
梨
が
向
か
う
べ
き
未
来
へ

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く

う    

か
い

リスクの高い地域から
低い地域へ移転

雨水貯留浸透
施設の整備

砂防関係
施設の整備

ダムの活用

堤防整備・強化

河道掘削

森林整備・治山対策

水田貯留

①中部横断自動車道長坂以北
②新山梨環状道路
③中央自動車道渋滞対策
④新たな御坂トンネル

1

長坂IC

中央自動車道

3

4 ⑥須走道路・
　御殿場バイパス
　（令和3年4月10日開通）

下部温泉
早川IC

南部IC
須走IC

新御殿場IC

5 6
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重
し
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
す
仲
間
と
共
に
、
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
９
月
、甲
州
市
長
を
訪
れ
、

制
度
導
入
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
へ
の
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　「
行
政
側
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
、

公
に
認
め
る
こ
と
で
、
性
の
多
様
性
に
対
す
る
住
民
の
理
解

が
深
ま
る
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
個
人
を
尊
重
し
合
う
地
域

に
な
り
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
の
抑
制
や
、
多
様
な
人
材

の
移
住
も
見
込
め
る
と
思
い
ま
す
」

　
昨
年
12
月
、
甲
州
市
は
県
内
市
町
村
で
は
初
め
て
「
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入
し
、
性
の
多
様
性
を
認

め
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　「
生
活
す
る
中
で
、
ど
ん
な
人
で
も
社
会
に
対
し
て
違
和
感

を
持
つ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
変
え
て
い
く
た

め
に
、
私
た
ち
若
い
世
代
に
も
で
き
る
こ
と
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
自
分
を
信
じ
て
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
き
っ
と
応
援
し
て

く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
置
か

れ
た
現
状
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
い
、
団
体
副
代
表
の
榊

原
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
結

果
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
私

た
ち
若
い
世
代
が
動
け
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
よ
り
良
い
社
会

に
近
づ
く
と
信
じ
て
い
ま
す
」

　
最
後
に
秋
山
さ
ん
は
「
私
は
山
梨
が
好
き
で
す
。
多
様
性

を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会
を
山
梨
で
実

現
し
て
い
く
た
め
、
仲
間
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
県
は
昨
年
、
県
民
一
人
一
人
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
県

づ
く
り
に
向
け
、
性
的
少
数
者
（
L
G
B
T
な
ど
）
の
方
や

有
識
者
と
共
に
「
多
様
性
を
尊
重
す
る
山
梨
検
討
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
検
討
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
性
的
指
向
や

性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
寛
容
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
へ
と
つ
な
ぐ
若
き
先
駆
者
と
し
て
、
性
的
少

数
者
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

市
民
団
体「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ァ
ム
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
＋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

山
梨
」
を
立
ち
上
げ
県
内
で
活
動
す
る
、
甲
州
市
出
身
の
高

校
３
年
生
、
秋
山
星
遥
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
私
は
母
の
影
響
で
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社

会
に
な
る
こ
と
を
、
幼
い
頃
か
ら
願
っ
て
い
ま
し
た
」

　
昨
年
５
月
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
当
事
者
支
援
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

の
置
か
れ
た
現
状
に
違
和
感
を
抱
い
た
と
い
う
秋
山
さ
ん
。

　「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
カ
ッ
プ
ル
を
結
婚
と
同
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
公
的
に
認
定
す
る
『
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
』
が
県
内
市
町
村
で
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、

ま
ず
は
地
元
甲
州
市
か
ら
こ
の
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、

生
活
す
る
上
で
不
安
や
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

の
方
の
心
の
支
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
秋
山
さ
ん
は
、
当
事
者
に
限
ら
ず
多
く
の
人
が
互
い
を
尊

次へとつなぐ
若き先駆者たち
［ネクスト］

甲州市出身の高校3年生。
大切な人を親しい間柄で呼ぶ際に使う
「ファム」とLGBTなどの象徴「レインボー」
を併せて命名した「レインボーファムLGBT
＋コミュニティ山梨」の代表を務める。

秋山  星遥さん

秋山　 星遥S T E L L A
A K I Y A M A

多様性を認め合う社会の実現へ
若い力で切り開く山梨の未来
レインボーファム LGBT＋コミュニティ山梨 代表

団体副代表の榊原さんと打ち合わせ甲州市の鈴木市長へ要望書を渡す秋山さん

自
分
を
信
じ
て
一
歩
踏
み
出
す
勇
気

多
様
性
を
認
め
合
い

自
分
ら
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く
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

す
て
ら
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し
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き
る
社
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仲
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。
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Ｇ
Ｂ
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や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

06

わたしたちが
レポートを
作成しました ！作成しました！

　こ
の
前
ニ
ュ
ー
ス
で
、
県
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
医
療
費
に
関
す

る
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ご
く

気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　山
梨
県
は
市
町
村
と
協
力
し
、
重
度
心
身
障
害
者
の
方

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
は
ご
本
人
な
ど
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
現
金
を

い
っ
た
ん
支
払
っ
た
後
に
助
成
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
経
済
的
・
心
理
的
負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　収
入
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
窓
口
で
の
現
金
支
払
い

が
難
し
い
方
に
は
、
医
療
費
の
無
利
子
貸
付
制
度
を
用
意

す
る
な
ど
負
担
の
軽
減
も
図
っ
て
い
ま
す
が
、
重
度
の
障

害
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
養
育
す
る
ご
家
族
な
ど
か
ら
は

「
日
々
の
生
活
に
精
一
杯
で
貸
付
申
請
に
行
く
の
も
難
し

い
」
と
い
っ
た
声
も
届
い
た
そ
う
で
す
。

　そ
こ
で
県
は
、
自
分
の
医
療
情
報
を
ま
と
め
て
管
理
で

き
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
電
子
版
か
か
り
つ
け

連
携
手
帳
」と
連
動
し
た
Q
R
コ
ー
ド
決
済
機
能
に
よ
る
、

新
た
な
医
療
費
助
成
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

　診
療
当
日
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
決
済
手
続
き
を

す
る
と
、
助
成
金
の
振
込
日
と
医
療
費
の
口
座
引
き
落
と

し
日
を
合
わ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
窓
口
で

の
現
金
支
払
い
は
不
要
で
す
。
こ
れ
は
全
国
初
の
取
り
組

み
だ
そ
う
で
す
。
現
在
、
甲
府
市
の
患
者
さ
ん
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
導
入
に
向
け
た
実
証
実
験
が
県
立
中
央
病
院

と
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　県
で
は
、
実
験
結
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
実
用
化
に
向

け
た
利
用
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
て
、
こ
の
仕
組

み
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
安
心
し
て
使
え
ま
す
よ
ね
。

　私
た
ち
は
、
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
知

り
ま
し
た
。
県
が
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
で
生

ま
れ
た
新
た
な
仕
組
み
が
普
及
し
、
障
害
者
の
方
々
が
安

心
し
て
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　将
来
福
祉
の
現
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
私
た

ち
も
、
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
声
を
聞
き
、
必
要
が
あ

れ
ば
行
政
に
伝
え
る
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
事
を
考
え
て

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

スマホを使うことにより重度心身障害者の
医療機関の窓口での現金支払いが不要に

負担をさらに軽減する
実証実験をしているらしい？

福祉の現場で
働くようになったら、
ご本人やご家族の声を
私たちの立場からも
発信していきたいです。

制
度
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

双
方
向
の
や
り
と
り
が
必
要
で
す
。

福
祉
に
関
わ
っ
て
い
く
皆
さ
ん
も

現
場
の
声
を
行
政
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

山梨県立大学 人間福祉学部 福祉コミュニティ学科
3年 奥村 佳野さん   3年 榊  遥奈さん

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 障害福祉課  TEL 055-223-1460  FAX 055-223-1464

はい。そこで、窓口での現金支払いが要
らない新たな方法の効果を検証するた
め、実証実験を行っています。

重度心身障害者の方などから、窓口で
医療費を現金で支払わずに済むよう要
望が寄せられているそうですね。

どのような仕組みですか?

皆さんの負担が軽くなるといいですね。

受診後に窓口で「電子版かかりつけ連
携手帳」と連動したQRコード※決済機
能を使って、支払い手続きをするだけと
なります。

実証実験の結果をしっかり検証して、
より良い制度にしていきたいです。

障害福祉課

課長補佐 鈴木  伸太郎さん

　県は「電子版かかりつけ連携手帳」と連動する
電子決済機能を用い、重度心身障害者の医療
機関の窓口での現金の支払いが不要になる、本
県独自の画期的な仕組みを構築しています。県
立中央病院で昨年10月から実施している実証
実験などの検証結果を踏まえ、より良い制度の構
築と導入を目指していきます。

CHECK !電子版
かかりつけ連携手帳とは？

従来方式

実証実験

山
梨
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
知
り
、

私
も
福
祉
に
携
わ
る
中
で
、

社
会
や
構
造
を
変
え
る
た
め
に

何
か
力
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

山梨県医師会と山梨大学が共同開発し
た、スマートフォンに無料でダウンロードで
きるアプリです。QRコードを使って、診療
情報やお薬情報、生活情報などを取り込
み、これらを他の医療機関受診時や災害
時に活用することができます。
詳しくはこちらのホームページ
をご確認ください。

一時支払い不要

助成金入金口座
から自動振替

一時支払い

後日助成

※「QRコード」は（株）デンソーウェーブの登録商標です

1415



や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

06

わたしたちが
レポートを
作成しました ！

　こ
の
前
ニ
ュ
ー
ス
で
、
県
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
医
療
費
に
関
す

る
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ご
く

気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　山
梨
県
は
市
町
村
と
協
力
し
、
重
度
心
身
障
害
者
の
方

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
現
在
は
ご
本
人
な
ど
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
現
金
を

い
っ
た
ん
支
払
っ
た
後
に
助
成
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
経
済
的
・
心
理
的
負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　収
入
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
窓
口
で
の
現
金
支
払
い

が
難
し
い
方
に
は
、
医
療
費
の
無
利
子
貸
付
制
度
を
用
意

す
る
な
ど
負
担
の
軽
減
も
図
っ
て
い
ま
す
が
、
重
度
の
障

害
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
養
育
す
る
ご
家
族
な
ど
か
ら
は

「
日
々
の
生
活
に
精
一
杯
で
貸
付
申
請
に
行
く
の
も
難
し

い
」
と
い
っ
た
声
も
届
い
た
そ
う
で
す
。

　そ
こ
で
県
は
、
自
分
の
医
療
情
報
を
ま
と
め
て
管
理
で

き
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
電
子
版
か
か
り
つ
け

連
携
手
帳
」と
連
動
し
た
Q
R
コ
ー
ド
決
済
機
能
に
よ
る
、

新
た
な
医
療
費
助
成
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

　診
療
当
日
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
決
済
手
続
き
を

す
る
と
、
助
成
金
の
振
込
日
と
医
療
費
の
口
座
引
き
落
と

し
日
を
合
わ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
窓
口
で

の
現
金
支
払
い
は
不
要
で
す
。
こ
れ
は
全
国
初
の
取
り
組

み
だ
そ
う
で
す
。
現
在
、
甲
府
市
の
患
者
さ
ん
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
導
入
に
向
け
た
実
証
実
験
が
県
立
中
央
病
院

と
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　県
で
は
、
実
験
結
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
実
用
化
に
向

け
た
利
用
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
て
、
こ
の
仕
組

み
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
安
心
し
て
使
え
ま
す
よ
ね
。

　私
た
ち
は
、
重
度
心
身
障
害
者
の
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
知

り
ま
し
た
。
県
が
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
で
生

ま
れ
た
新
た
な
仕
組
み
が
普
及
し
、
障
害
者
の
方
々
が
安

心
し
て
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　将
来
福
祉
の
現
場
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
私
た

ち
も
、
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
声
を
聞
き
、
必
要
が
あ

れ
ば
行
政
に
伝
え
る
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
事
を
考
え
て

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

スマホを使うことにより重度心身障害者の
医療機関の窓口での現金支払いが不要に

負担をさらに軽減する
実証実験をしているらしい？

福祉の現場で
働くようになったら、
ご本人やご家族の声を
私たちの立場からも
発信していきたいです。

制
度
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

双
方
向
の
や
り
と
り
が
必
要
で
す
。

福
祉
に
関
わ
っ
て
い
く
皆
さ
ん
も

現
場
の
声
を
行
政
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

山梨県立大学 人間福祉学部 福祉コミュニティ学科
3年 奥村 佳野さん   3年 榊  遥奈さん

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 障害福祉課  TEL 055-223-1460  FAX 055-223-1464

はい。そこで、窓口での現金支払いが要
らない新たな方法の効果を検証するた
め、実証実験を行っています。

重度心身障害者の方などから、窓口で
医療費を現金で支払わずに済むよう要
望が寄せられているそうですね。

どのような仕組みですか?

皆さんの負担が軽くなるといいですね。

受診後に窓口で「電子版かかりつけ連
携手帳」と連動したQRコード※決済機
能を使って、支払い手続きをするだけと
なります。

実証実験の結果をしっかり検証して、
より良い制度にしていきたいです。

障害福祉課

課長補佐 鈴木  伸太郎さん

　県は「電子版かかりつけ連携手帳」と連動する
電子決済機能を用い、重度心身障害者の医療
機関の窓口での現金の支払いが不要になる、本
県独自の画期的な仕組みを構築しています。県
立中央病院で昨年10月から実施している実証
実験などの検証結果を踏まえ、より良い制度の構
築と導入を目指していきます。

CHECK !電子版
かかりつけ連携手帳とは？

従来方式

実証実験

山
梨
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
知
り
、

私
も
福
祉
に
携
わ
る
中
で
、

社
会
や
構
造
を
変
え
る
た
め
に

何
か
力
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

山梨県医師会と山梨大学が共同開発し
た、スマートフォンに無料でダウンロードで
きるアプリです。QRコードを使って、診療
情報やお薬情報、生活情報などを取り込
み、これらを他の医療機関受診時や災害
時に活用することができます。
詳しくはこちらのホームページ
をご確認ください。

一時支払い不要

助成金入金口座
から自動振替

一時支払い

後日助成

※「QRコード」は（株）デンソーウェーブの登録商標です
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　東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
な
成
績
を
収
め
た
本

県
出
身
の
4
選
手
に
、県
は
「
県
民
栄
誉
賞
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
県
民
に

敬
愛
さ
れ
、
社
会
に
明
る
い
希
望
を
与
え

て
山
梨
県
の
名
を
高
め
た
方
の
栄
誉
を
た

た
え
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
昭
和
63
年
の

カ
ル
ガ
リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
に
お
い
て
、
出
場
し
た
5
種

目
す
べ
て
で
当
時
の
日
本
新
記
録
を
出
し
、

入
賞
を
果
た
し
た
橋
本
聖
子
選
手
以
来
、

33
年
ぶ
り
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　贈
呈
式
は
選
手
ご
と
に
行
わ
れ
、
長
崎

知
事
は
「
大
会
で
の
健
闘
と
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
活
躍

す
る
姿
は
多
く
の
県
民
に
勇
気
や
希
望
を

も
た
ら
し
ま
し
た
」
と
た
た
え
、
県
産
材

の
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
た
表
彰
状
や
記
念
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

●歳出に占める人件費の状況
　（令和2年度普通会計決算）

　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、
総
職
員
数

は
1
万
2
7
9
2
人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
平

成
16
年
に
比
べ
16
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
行
政
需
要
に
見
合
っ
た
効
率
的

な
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
職
員
数
の
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　職
員
の
給
与
は
、
県
内
の
民
間
企
業
に
お

け
る
従
業
員
の
給
与
、
生
計
費
、
国
や
他
の

都
道
府
県
に
お
け
る
職
員
の
給
与
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
た
、
人
事
委
員
会
か
ら
の
報

告
と
勧
告
を
踏
ま
え
、
県
議
会
の
審
議
を
経

て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
の
一
般
行
政

職
の
給
料
は
、
国
家
公
務
員
の
水
準
を

1
0
0
と
し
た
場
合
1
0
0.
9
と
な
っ
て

い
て
47
都
道
府
県
中
7
位
で
す
。

　令
和
2
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る

人
件
費
の
歳
出
額
は
1
1
3
3
億
円
で
、
歳

出
全
体
の
2
0.
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●年度別部門別職員数 （各年4月1日現在）

一般行政職

小・中学校教育職

高等学校教育職

警察職

●平均給料月額および平均年齢の状況
　（令和3年4月1日現在）

332,886円

361,761円

397,279円

318,640円

42.9歳

43.1歳

47.2歳

37.1歳

山
梨
県
の
職
員
数
・
給
与
の
あ
ら
ま
し

給料・報酬区　分区　分 平均給料月額 平均年齢

●特別職の給料月額などの状況
　（令和3年4月1日現在）

知　事

副知事

議　長

副議長

議　員

1,250,000円

960,000円

910,000円

820,000円

770,000円

一般行政職

    小・中学校教育職

     高等学校教育職

   警察職

給　料区　　分

●初任給の状況
　（令和3年4月1日現在）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

190,115円

156,061円

212,381円

212,381円

217,418円

185,077円

　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、お
よ
そ
1
万
3
千
人
の
職
員
が
県
民
生
活
と
密
接
に
関
わ

る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。福
祉
・
保
健
、環
境
、産
業
振
興
、基
盤
整
備
な
ど
の
一
般
行

政
部
門
を
は
じ
め
、県
立
高
校
や
市
町
村
立
小
・
中
学
校
、警
察
な
ど
、県
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
働
く
職
員
の
数
や
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

乙
黒
選
手
・
平
野
選
手

文
田
選
手
・
鈴
木
選
手
の
4
人
に

「
県
民
栄
誉
賞
」を
贈
呈

給
与
な
ど
の
状
況

職
員
数
の
状
況

【問い合わせ先】 人事課  職員数については TEL 055-223-1372  FAX 055-223-1379
　　　　　　　　　　　給与については    TEL 055-223-1373

【問い合わせ先】 政策企画グループ  TEL 055-223-1301  FAX 055-223-1776【問い合わせ先】 人事委員会事務局  TEL 055-223-1821  FAX 055-223-1819

総職員数

一般行政

教　　育

警　　察

公営企業等

15,366

3,544

8,945

1,856

1,021

H16
（ピーク時）区分

年度

投資的経費
1,195億円
（21.1%）

扶助･補助費
1,275億円
（22.5%）

公債費
737億円
（13.0%）

貸付金
1,003億円
（17.7％）

　レ
ス
リ
ン
グ
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
65

キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
笛
吹
市

出
身
の
乙
黒
拓
斗
選
手
は
「
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
で
す
。
苦
し

い
戦
い
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
応
援
の
お

か
げ
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

　卓
球
女
子
団
体
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
中
央
市
出
身
の
平
野
美
宇
選
手
は
「
山
梨

の
皆
さ
ん
の
応
援
が
励
み
に
な
り
、
そ
の
お

か
げ
で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　レ
ス
リ
ン
グ
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
60
キ
ロ
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
韮
崎
市
出
身
の
文
田
健
一
郎
選
手
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
走
り
高
跳
び
で
3
大

会
連
続
4
位
、
6
大
会
連
続
入
賞
を
果
た

し
た
山
梨
市
出
身
の
鈴
木
徹
選
手
に
も
表

彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
走
り
高
跳
び 

 

T
6
4（
運
動
機
能
・義
足
）

4
位鈴

木
徹 

選
手

競技を始めた頃から目標としていた賞でしたので、
非常にうれしく思っております。今後はこの賞に恥
じぬよう、競技活動だけでなく、スポーツ活動の普
及や振興にも努めてまいります。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ス
リ
ン
グ
男
子

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

60
キ
ロ
級
銀
メ
ダ
ル

文
田
健
一
郎 

選
手

33年ぶりの受賞と聞き大変光栄で、身が引き締
まる思いです。自分のレスリングを育んでくれた山
梨への感謝の形として、このような結果を持ち帰
ることができうれしいです。

長崎知事から表彰状を贈られた乙黒選手

贈呈式後に長崎知事とラリーをする平野選手

選手たちに贈呈された、甲州切子や甲州印伝、郡内織物で
制作された記念品のメダル

歳出総額
5,667億円

人件費
1,133億円
（20.0%）

山梨県　給与の状況

山梨　採用

その他
324億円
（5.7％）

日　　時
方　　法
対　　象
申込受付
申込方法

令和4年3月8日（火）

ビデオ会議システム「Zoom」によるオンライン開催
県職員として働くことを希望または検討している方
令和4年2月1日（火）～2月22日（火）
山梨県電子申請サービス「やまなしくらしねっと」から

先輩職員が語る ！ 山梨県職員採用WEBガイダンスWEBで発信 ！ 職員採用情報

職種別に先輩職員が業務内容や仕事のやりがいなどを説明します。職員採用サイトに、職員採用
案内や職員のインタビュー、
メッセージなどを掲載していま
す。また、フェイスブックやツ
イッターでも、県庁の日常業
務、職員研修、福利厚生など
の情報を発信しています。
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3,029

7,838
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116

12,863

3,020

7,759
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138

12,792

3,018

7,675
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　東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
な
成
績
を
収
め
た
本

県
出
身
の
4
選
手
に
、県
は
「
県
民
栄
誉
賞
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
県
民
に

敬
愛
さ
れ
、
社
会
に
明
る
い
希
望
を
与
え

て
山
梨
県
の
名
を
高
め
た
方
の
栄
誉
を
た

た
え
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
昭
和
63
年
の

カ
ル
ガ
リ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
競
技
に
お
い
て
、
出
場
し
た
5
種

目
す
べ
て
で
当
時
の
日
本
新
記
録
を
出
し
、

入
賞
を
果
た
し
た
橋
本
聖
子
選
手
以
来
、

33
年
ぶ
り
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　贈
呈
式
は
選
手
ご
と
に
行
わ
れ
、
長
崎

知
事
は
「
大
会
で
の
健
闘
と
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
活
躍

す
る
姿
は
多
く
の
県
民
に
勇
気
や
希
望
を

も
た
ら
し
ま
し
た
」
と
た
た
え
、
県
産
材

の
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
た
表
彰
状
や
記
念
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

●歳出に占める人件費の状況
　（令和2年度普通会計決算）

　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、
総
職
員
数

は
1
万
2
7
9
2
人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
平

成
16
年
に
比
べ
16
%
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
行
政
需
要
に
見
合
っ
た
効
率
的

な
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
職
員
数
の
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　職
員
の
給
与
は
、
県
内
の
民
間
企
業
に
お

け
る
従
業
員
の
給
与
、
生
計
費
、
国
や
他
の

都
道
府
県
に
お
け
る
職
員
の
給
与
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
た
、
人
事
委
員
会
か
ら
の
報

告
と
勧
告
を
踏
ま
え
、
県
議
会
の
審
議
を
経

て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
の
一
般
行
政

職
の
給
料
は
、
国
家
公
務
員
の
水
準
を

1
0
0
と
し
た
場
合
1
0
0.
9
と
な
っ
て

い
て
47
都
道
府
県
中
7
位
で
す
。

　令
和
2
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る

人
件
費
の
歳
出
額
は
1
1
3
3
億
円
で
、
歳

出
全
体
の
2
0.
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●年度別部門別職員数 （各年4月1日現在）

一般行政職

小・中学校教育職

高等学校教育職

警察職

●平均給料月額および平均年齢の状況
　（令和3年4月1日現在）

332,886円

361,761円

397,279円

318,640円

42.9歳

43.1歳

47.2歳

37.1歳

山
梨
県
の
職
員
数
・
給
与
の
あ
ら
ま
し

給料・報酬区　分区　分 平均給料月額 平均年齢

●特別職の給料月額などの状況
　（令和3年4月1日現在）

知　事

副知事

議　長

副議長

議　員

1,250,000円

960,000円

910,000円

820,000円

770,000円

一般行政職

    小・中学校教育職

     高等学校教育職

   警察職

給　料区　　分

●初任給の状況
　（令和3年4月1日現在）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

190,115円

156,061円

212,381円

212,381円

217,418円

185,077円

　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、お
よ
そ
1
万
3
千
人
の
職
員
が
県
民
生
活
と
密
接
に
関
わ

る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。福
祉
・
保
健
、環
境
、産
業
振
興
、基
盤
整
備
な
ど
の
一
般
行

政
部
門
を
は
じ
め
、県
立
高
校
や
市
町
村
立
小
・
中
学
校
、警
察
な
ど
、県
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
働
く
職
員
の
数
や
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

乙
黒
選
手
・
平
野
選
手

文
田
選
手
・
鈴
木
選
手
の
4
人
に

「
県
民
栄
誉
賞
」を
贈
呈

給
与
な
ど
の
状
況

職
員
数
の
状
況

【問い合わせ先】 人事課  職員数については TEL 055-223-1372  FAX 055-223-1379
　　　　　　　　　　　給与については    TEL 055-223-1373

【問い合わせ先】 政策企画グループ  TEL 055-223-1301  FAX 055-223-1776【問い合わせ先】 人事委員会事務局  TEL 055-223-1821  FAX 055-223-1819

総職員数

一般行政

教　　育

警　　察

公営企業等

15,366

3,544

8,945

1,856

1,021

H16
（ピーク時）区分

年度

投資的経費
1,195億円
（21.1%）

扶助･補助費
1,275億円
（22.5%）

公債費
737億円
（13.0%）

貸付金
1,003億円
（17.7％）

　レ
ス
リ
ン
グ
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
65

キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
笛
吹
市

出
身
の
乙
黒
拓
斗
選
手
は
「
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
で
す
。
苦
し

い
戦
い
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
応
援
の
お

か
げ
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

　卓
球
女
子
団
体
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
中
央
市
出
身
の
平
野
美
宇
選
手
は
「
山
梨

の
皆
さ
ん
の
応
援
が
励
み
に
な
り
、
そ
の
お

か
げ
で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　レ
ス
リ
ン
グ
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
60
キ
ロ
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
韮
崎
市
出
身
の
文
田
健
一
郎
選
手
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
走
り
高
跳
び
で
3
大

会
連
続
4
位
、
6
大
会
連
続
入
賞
を
果
た

し
た
山
梨
市
出
身
の
鈴
木
徹
選
手
に
も
表

彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
走
り
高
跳
び 

 

T
6
4（
運
動
機
能
・義
足
）

4
位鈴

木
徹 

選
手

競技を始めた頃から目標としていた賞でしたので、
非常にうれしく思っております。今後はこの賞に恥
じぬよう、競技活動だけでなく、スポーツ活動の普
及や振興にも努めてまいります。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
ス
リ
ン
グ
男
子

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

60
キ
ロ
級
銀
メ
ダ
ル

文
田
健
一
郎 

選
手

33年ぶりの受賞と聞き大変光栄で、身が引き締
まる思いです。自分のレスリングを育んでくれた山
梨への感謝の形として、このような結果を持ち帰
ることができうれしいです。

長崎知事から表彰状を贈られた乙黒選手

贈呈式後に長崎知事とラリーをする平野選手

選手たちに贈呈された、甲州切子や甲州印伝、郡内織物で
制作された記念品のメダル

歳出総額
5,667億円

人件費
1,133億円
（20.0%）

山梨県　給与の状況

山梨　採用

その他
324億円
（5.7％）

日　　時
方　　法
対　　象
申込受付
申込方法

令和4年3月8日（火）

ビデオ会議システム「Zoom」によるオンライン開催
県職員として働くことを希望または検討している方
令和4年2月1日（火）～2月22日（火）
山梨県電子申請サービス「やまなしくらしねっと」から

先輩職員が語る ！ 山梨県職員採用WEBガイダンスWEBで発信 ！ 職員採用情報

職種別に先輩職員が業務内容や仕事のやりがいなどを説明します。職員採用サイトに、職員採用
案内や職員のインタビュー、
メッセージなどを掲載していま
す。また、フェイスブックやツ
イッターでも、県庁の日常業
務、職員研修、福利厚生など
の情報を発信しています。

12,959

3,029

7,838

1,976

116

12,863

3,020

7,759

1,969

115

12,432

3,000

7,321

1,973

138

12,792

3,018

7,675

1,963

136

H30 H31 R2 R3

（単位：人）

※R2年度は臨時的任用職員を含まない

ズーム

1617



ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

障害者文化芸術フェスティバルを開催

NEWS 「吉田中学校」がつなぐ山梨県と静岡県の交流

NEWS

　昨年4月、静岡県から山梨県に両県の名所や特産品などをデザイン
した缶バッジが贈られました。これは、静岡県吉田町立吉田中学校の
生徒が、両県の特産品を購入し合う「バイ・ふじのくに」の取り組みを
知り、このつながりが活性化するよう願いを込めて作ったものです。県
では、感謝の気持ちを形にしようと、同じ校名を持つ富士吉田市立吉
田中学校に相談したところ、返礼の品の制作が実現しました。
　返礼の品のテーマは、静岡県の文化や伝統を学んだ上で「道も心
も文化もつながる」と決め、毎年富士登山の記念に制作している木札
を両県のコラボデザインで作ることにしました。また、静岡県の特産品
であるお茶の湯飲みが置けるよう、富士吉田市の伝統的な織物の端
切れを再利用したコースターも贈ることにしました。
　これら返礼の品は、11月に道の駅富士川で行われた、静岡県の特
産品を集めた「つながる市」の会場で、静岡県の川勝知事に手渡され
ました。生徒会の堀内会長は「この作品を通して両県の交流が深まる
よう願っています」と話し、川勝知事は「本県の吉田中学校に届けると
ともに『バイ・ふじのくに』の心と文化の交流のシンボルとして県庁に飾
り、多くの県民に伝えたい」と語りました。
　これをきっかけに、両校では新たな伝統として交流を始めていくとの
ことです。こうした生徒たちの思いが、山梨県と静岡県のさらなる交流
につながることを期待しています。

“今”をお届けする情報ページ

やまなし県政ニュース

　県では昨年11月、障害のある方が日頃から取り組んでいる文化芸
術活動の成果を披露する「障害者文化芸術フェスティバル」を開催
しました。
　甲府市内で行ったオープニングセレモニーでは障害のある方がダン
スを発表し、会場を盛り上げました。また開催期間中には、県下全域か
ら応募のあった文化芸術作品の展覧会や障害者就労施設などによ
る物品販売会、バリアフリー演劇の鑑賞会なども実施し、多くの方が
熱心に見入っていました。
　文化芸術活動には他者との相互理解を深める力があることから、
今後もこうした機会を充実させ、誰もが互いを尊重し支え合う共生社
会の実現に向けて取り組んでいきます。

吉田中学校（山梨）の生徒代表から川勝知事へ返礼の品が手渡された

生徒たちがデザインし、制作した木札とコースター

NEWS 山梨県は誕生150年の節目を迎えました
　明治４（1871）年に県の名称が山梨県と改められてから、令和３年
11月20日で150年の節目を迎えました。これを祝し、山梨県誕生150
年記念式典を開催しました。
　式典では、山梨県誕生150年の歴史や地域資源などを紹介した動
画が上映され、登壇した長崎知事は「山梨には世界に誇るべき地域
資源が数多くあり、これを山梨の発展と成長へつなげていく」と今後の
決意を語りました。また、誕生150年を記念して実施した「未来の山梨
を描く絵画コンテスト」の表彰式では、応募作品43点の中から最優秀
賞に選ばれた、笛吹市立石和西小学校の佐野栞梨さんに、長崎知事
から賞状が手渡されました。
　今後も、皆さんにふるさと山梨への誇りや愛着をより深めていただけ
るよう取り組んでいきます。

NEWS 日本最大級の宝飾イベントを山梨で開催！
　世界屈指のジュエリー加工・製造技術を持つ地元企業から業界を
けん引する大手メーカーまで、ジュエリーに携わる企業が一堂に会する
国内最大規模の宝飾展示会「ジャパンジュエリーフェア」が、昨年11
月24日から3日間にわたり甲府市内で開催されました。このイベントは
例年東京都内で開催されていましたが、今回は初の試みとして日本最
大のジュエリー産地である山梨県で開催されることとなりました。
　初日には「JJAジュエリーデザインアワード2021」の表彰式が行わ
れ、新人優秀賞・ジュエリー議員連盟賞に選ばれた水越真子さん（県
立宝石美術専門学校卒業）の作品が紹介されました。
　期間中には、県内企業との商談会や工場見学ツアー、県立宝石
美術専門学校准教授によるセミナーなども行われ、国内外のジュエ
リー関係者に、山梨の宝飾技術をPRする絶好の機会となりました。
　こうした機会を通じて、本県の宝飾技術や製品の質の高さが広く
認められて「やまなし」という地域のブランド価値も高まることが期待さ
れます。

最優秀賞に輝いた佐野栞梨さんの表彰式

左：水越真子さんの作品
「とまと」（提供：一般社団
法人日本ジュエリー協会）

躍動感のあるダンスを披露

かん   な

上：会場を視察した長崎知事

1819
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障害者文化芸術フェスティバルを開催

NEWS 「吉田中学校」がつなぐ山梨県と静岡県の交流

NEWS

　昨年4月、静岡県から山梨県に両県の名所や特産品などをデザイン
した缶バッジが贈られました。これは、静岡県吉田町立吉田中学校の
生徒が、両県の特産品を購入し合う「バイ・ふじのくに」の取り組みを
知り、このつながりが活性化するよう願いを込めて作ったものです。県
では、感謝の気持ちを形にしようと、同じ校名を持つ富士吉田市立吉
田中学校に相談したところ、返礼の品の制作が実現しました。
　返礼の品のテーマは、静岡県の文化や伝統を学んだ上で「道も心
も文化もつながる」と決め、毎年富士登山の記念に制作している木札
を両県のコラボデザインで作ることにしました。また、静岡県の特産品
であるお茶の湯飲みが置けるよう、富士吉田市の伝統的な織物の端
切れを再利用したコースターも贈ることにしました。
　これら返礼の品は、11月に道の駅富士川で行われた、静岡県の特
産品を集めた「つながる市」の会場で、静岡県の川勝知事に手渡され
ました。生徒会の堀内会長は「この作品を通して両県の交流が深まる
よう願っています」と話し、川勝知事は「本県の吉田中学校に届けると
ともに『バイ・ふじのくに』の心と文化の交流のシンボルとして県庁に飾
り、多くの県民に伝えたい」と語りました。
　これをきっかけに、両校では新たな伝統として交流を始めていくとの
ことです。こうした生徒たちの思いが、山梨県と静岡県のさらなる交流
につながることを期待しています。

“今”をお届けする情報ページ

やまなし県政ニュース

　県では昨年11月、障害のある方が日頃から取り組んでいる文化芸
術活動の成果を披露する「障害者文化芸術フェスティバル」を開催
しました。
　甲府市内で行ったオープニングセレモニーでは障害のある方がダン
スを発表し、会場を盛り上げました。また開催期間中には、県下全域か
ら応募のあった文化芸術作品の展覧会や障害者就労施設などによ
る物品販売会、バリアフリー演劇の鑑賞会なども実施し、多くの方が
熱心に見入っていました。
　文化芸術活動には他者との相互理解を深める力があることから、
今後もこうした機会を充実させ、誰もが互いを尊重し支え合う共生社
会の実現に向けて取り組んでいきます。

吉田中学校（山梨）の生徒代表から川勝知事へ返礼の品が手渡された

生徒たちがデザインし、制作した木札とコースター

NEWS 山梨県は誕生150年の節目を迎えました
　明治４（1871）年に県の名称が山梨県と改められてから、令和３年
11月20日で150年の節目を迎えました。これを祝し、山梨県誕生150
年記念式典を開催しました。
　式典では、山梨県誕生150年の歴史や地域資源などを紹介した動
画が上映され、登壇した長崎知事は「山梨には世界に誇るべき地域
資源が数多くあり、これを山梨の発展と成長へつなげていく」と今後の
決意を語りました。また、誕生150年を記念して実施した「未来の山梨
を描く絵画コンテスト」の表彰式では、応募作品43点の中から最優秀
賞に選ばれた、笛吹市立石和西小学校の佐野栞梨さんに、長崎知事
から賞状が手渡されました。
　今後も、皆さんにふるさと山梨への誇りや愛着をより深めていただけ
るよう取り組んでいきます。

NEWS 日本最大級の宝飾イベントを山梨で開催！
　世界屈指のジュエリー加工・製造技術を持つ地元企業から業界を
けん引する大手メーカーまで、ジュエリーに携わる企業が一堂に会する
国内最大規模の宝飾展示会「ジャパンジュエリーフェア」が、昨年11
月24日から3日間にわたり甲府市内で開催されました。このイベントは
例年東京都内で開催されていましたが、今回は初の試みとして日本最
大のジュエリー産地である山梨県で開催されることとなりました。
　初日には「JJAジュエリーデザインアワード2021」の表彰式が行わ
れ、新人優秀賞・ジュエリー議員連盟賞に選ばれた水越真子さん（県
立宝石美術専門学校卒業）の作品が紹介されました。
　期間中には、県内企業との商談会や工場見学ツアー、県立宝石
美術専門学校准教授によるセミナーなども行われ、国内外のジュエ
リー関係者に、山梨の宝飾技術をPRする絶好の機会となりました。
　こうした機会を通じて、本県の宝飾技術や製品の質の高さが広く
認められて「やまなし」という地域のブランド価値も高まることが期待さ
れます。

最優秀賞に輝いた佐野栞梨さんの表彰式

左：水越真子さんの作品
「とまと」（提供：一般社団
法人日本ジュエリー協会）

躍動感のあるダンスを披露

かん   な

上：会場を視察した長崎知事
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容は?
問2：あなたが自慢したい隠れた地域資源は?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
1月31日（月）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

※写真はイメージです。当選者には新鮮なフルーツを使った出来たてのドレッシング（1種類）を送ります。

「山梨のフルーツたっぷりドレッシング」抽選で5名の方に！
美味しい甲斐

商品提供：マルサマルシェ

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報
発信中！
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【巻頭】新春知事メッセージ
未来に向けて 山梨を日本のトッププレーヤーへ

平野美宇  選手（卓球） 乙黒拓斗  選手（レスリング）

文田健一郎  選手（レスリング） 鈴木徹  選手（パラ陸上）


